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平成26年度予算を可決

今号の花  モクレン
花言葉：自然への愛、
　　　　持続性

　大田区議会は、平成26年第1回定例会を2月20日から3月26日までの35日間の会期で開きました。
　定例会では、区長の施政方針演説と教育委員会委員長の所信表明があり、平成26年度予算案を中
心に区政の諸課題について議論しました（詳細は、2～5面に掲載）。
　この定例会で上程、審議した主な内容は、次のとおりです。
● 区長提出議案として、総合防災力強化事業などを含む平成26年度予算案や、大田区公共の場所に

おける客引き客待ち行為等の防止に関する条例案など報告を含め42件が提出されました。このう
ち平成26年度予算案は、予算特別委員会を設置して集中審査を行い、賛成者多数で可決しました
（平成26年度予算に対する各会派の意見は9面に、審議の結果など詳細は10面に掲載）。

● 議員提出議案及び委員会提出議案として、新空港線早期整備着手に関する意見書など2件の意見書
と3件の条例案が提出され審議しました。審議の結果、意見書2件及び条例案1件を可決し、条例案
2件は賛成者少数で否決しました（意見書の全文は、12面に掲載）。

● 請願・陳情は、審議の結果、採択1件、不採択2件、そのほかは継続審査となりました（請願・陳情
の結果は、11面に掲載）。

おおた 第 1 回 定 例 会 号
主な掲載内容
●第1回定例会を開催   ……………………………………… １面
●区政をきく（代表質問） ……………………………… 2～3面
●第2回定例会の予定  ……………………………………… 3面
●区政をきく（一般質問） ……………………………… 4～5面
●区長施政方針演説  ………………………………………… 5面
●教育委員会委員長所信表明  ……………………………… 5面
●平成26年度予算の概要と主な事業  ………………… 6～7面
●予算審査の進め方と予算に対する各会派の意見  … 8～9面
●第1回定例会で決まった議案など    …………………… 10面
●第1回定例会の請願・陳情の結果  …………………… 11面
●第1回定例会で可決した意見書　  …………………… 12面
●議員研修会とスポーツ推進議員連盟の設立　  ……… 12面
発行　大田区議会  〒144－8621 大田区蒲田五丁目13番14号
電話　03－5744－1474（直通）　
ホームページアドレス http://www.city.ota.tokyo.jp/gikai/
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［
26
年
度
予
算
編
成
に
対
す
る
区
長
の

思
い
・
未
来
プ
ラ
ン
10
年
に
つ
い
て
］

26
年
度
予
算
案
は
、
ど
の
よ
う
な
思

い
で
、
何
を
重
点
的
に
取
り
組
む
の
か
。

区
の
将
来
像
実
現
に
向
け
、
全
て
の

施
策
の
見
直
し
・
再
構
築
に
取
り
組
み
、

限
ら
れ
た
財
源
の
集
中
と
事
業
の
選
択

に
努
め
、
財
源
確
保
を
徹
底
す
る
と
い

う
方
針
で
予
算
編
成
に
臨
ん
だ
。
総
合

防
災
力
の
一
層
の
強
化
、
公
共
施
設
や

道
路
・
橋
り
ょ
う
な
ど
の
都
市
基
盤
施

設
の
維
持
・
更
新
、
待
機
児
童
の
解
消

に
向
け
て
の
対
策
強
化
、
未
来
に
向
け

た
ま
ち
づ
く
り
な
ど
の
優
先
す
べ
き
重

要
課
題
に
的
確
に
対
応
し
て
い
く
。

26
年
度
予
算
編
成
に
当
た
り
、
ど
の

よ
う
に
歳
入
確
保
を
行
っ
た
か
。
ま
た
、

後
期
未
来
プ
ラ
ン
推
進
の
今
後
５
年
間

の
財
政
収
支
見
通
し
に
つ
い
て
伺
う
。

特
定
財
源
の
確
保
や
、
税
・
使
用
料

収
入
な
ど
の
収
納
強
化
の
取
り
組
み
、

公
共
施
設
整
備
資
金
積
立
基
金
の
活
用
、

区
債
の
発
行
な
ど
の
歳
入
確
保
策
を
行

っ
た
。
財
政
収
支
見
通
し
に
つ
い
て
、

特
別
区
税
は
増
収
基
調
が
続
く
も
の
と

し
、
地
方
消
費
税
交
付
金
は
消
費
税
率

引
き
上
げ
の
影
響
に
よ
る
増
収
を
見
込

む
一
方
、
特
別
区
交
付
金
は
市
町
村
民

税
法
人
分
の
国
税
化
の
影
響
で
、
27
年

度
以
降
は
大
幅
な
減
収
を
見
込
む
。

25
年
度
の
予
算
執
行
で
入
札
不
調
が

大
き
な
課
題
と
な
り
、
都
内
の
公
共
工

事
が
進
ま
な
い
異
例
の
事
態
が
相
次
い

で
い
る
。
特
に
保
育
園
や
高
齢
者
施
設

と
い
っ
た
私
た
ち
の
生
活
に
身
近
な
施

設
で
影
響
が
拡
大
し
、
26
年
度
も
対
策

が
必
要
。
入
札
不
調
問
題
に
対
し
、
ど

の
よ
う
に
考
え
、
対
応
し
て
い
く
の
か
。

工
事
内
容
の
見
直
し
を
図
り
、
適
正

な
積
算
に
努
め
て
い
る
。
工
事
が
年
度

末
に
集
中
し
な
い
よ
う
分
散
化
・
平
準

化
に
努
め
、
予
定
工
事
の
早
期
発
注
な

ど
、
入
札
不
調
対
策
に
取
り
組
む
。

未
来
プ
ラ
ン
前
期
５
年
の
取
り
組
み

評
価
を
踏
ま
え
、
後
期
５
年
は
変
化
を

的
確
に
捉
え
て
区
の
将
来
像
実
現
に
向

け
力
強
く
推
進
す
る
と
あ
る
。
後
期
策

定
に
か
け
た
思
い
を
伺
う
。

地
域
力
と
国
際
都
市
を
区
政
推
進
の

柱
と
し
な
が
ら
、
平
成
40
年
の
将
来
像

実
現
に
向
け
、
安
全
・
安
心
で
、
元
気

と
に
ぎ
わ
い
が
あ
ふ
れ
る
区
を
作
る
。

［
公
共
施
設
に
つ
い
て
］

羽
田
地
区
を
一
体
と
し
て
捉
え
た
老

朽
化
公
共
施
設
の
整
備
方
針
を
伺
う
。

仕
事
や
子
育
て
に
忙
し
い
保
護
者
が

利
用
す
る
保
育
園
を
駅
近
く
へ
配
置
す

る
、
高
齢
者
向
け
区
民
施
設
を
地
域
力

の
拠
点
で
あ
る
特
別
出
張
所
に
複
合
化

す
る
な
ど
、
施
設
の
最
適
配
置
を
行
う
。

改
築
が
必
要
な
蒲
田
西
・
田
園
調
布

・
千
束
特
別
出
張
所
も
、
公
共
用
地
の

積
極
的
活
用
な
ど
、
早
急
な
対
応
を
。

条
件
整
備
に
努
め
、
公
共
用
地
の
積

極
的
活
用
や
施
設
の
複
合
化
、
施
設
配

置
の
最
適
化
な
ど
も
考
量
し
、
で
き
る

限
り
早
い
対
応
を
検
討
す
る
。

羽
田
地
区
の
防
災
性
能
を
上
げ
る
た

め
の
道
路
の
拡
幅
や
公
園
の
拡
張
・
整

備
な
ど
が
動
き
出
す
が
、
ど
の
よ
う
な

姿
勢
で
木
造
住
宅
密
集
地
域
の
整
備
、

羽
田
の
ま
ち
の
再
生
に
取
り
組
む
の
か
。

関
係
住
民
と
の
折
衝
が
重
要
な
た
め
、

体
制
を
整
え
、
着
実
に
進
め
て
い
く
。

羽
田
の
ま
ち
の
良
さ
で
あ
る
住
民
同
士

の
絆
の
強
さ
を
保
て
る
よ
う
様
々
な
手

法
を
活
用
し
、
安
全
・
安
心
で
魅
力
あ

ふ
れ
る
ま
ち
へ
再
生
し
て
い
く
。

［
新
空
港
線
・
空
港
跡
地
に
つ
い
て
］

羽
田
空
港
発
着
容
量
の
拡
大
の
議
論

が
高
ま
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
地
域

と
空
港
と
の
共
生
の
観
点
が
重
要
で
は
。

地
域
と
空
港
と
が
互
い
に
共
存
共
栄

区
政
を
き
く

代
表
質
問

い
る
と
言
っ
て
い
る
が
、
区
民
の
声
、

大
田
区
商
店
街
連
合
会
や
大
田
工
業
連

合
会
の
各
会
長
は
年
頭
あ
い
さ
つ
で
疑

問
視
し
て
い
る
。

各
団
体
の
声
を
聴
き
な
が
ら
経
済
活

性
化
に
つ
な
が
る
よ
う
努
め
る
。

区
長
は
賃
上
げ
の
要
望
を
区
内
大
企

業
に
直
接
出
向
い
て
要
望
す
べ
き
。

賃
上
げ
は
民
間
企
業
内
に
お
い
て
労

使
間
で
決
定
す
べ
き
事
項
と
認
識
。

［
区
民
本
位
の
未
来
プ
ラ
ン
に
つ
い

て
］地

域
力
の
名
の
下
に
区
の
責
任
を
放

棄
し
て
区
民
に
負
担
さ
せ
、
予
算
を
減

ら
し
て
い
る
。
住
宅
耐
震
補
強
工
事
・

家
具
転
倒
防
止
器
具
設
置
な
ど
が
計
画

ど
お
り
進
ん
で
い
な
い
こ
と
が
証
明
し

て
い
る
。
住
民
の
福
祉
の
増
進
を
図
る

と
い
う
本
来
の
責
務
を
果
た
す
べ
き
。

総
合
防
災
力
強
化
な
ど
公
助
と
し
て

の
役
割
を
十
分
に
認
識
し
責
任
を
持
つ
。

区
の
「
国
際
都
市
」
は
空
港
跡
地
、

新
空
港
線
、
京
急
駅
前
再
開
発
な
ど
大

型
開
発
で
あ
る
。
真
の
国
際
都
市
の
ま

ち
づ
く
り
は
、
区
民
の
幸
せ
の
た
め
に

待
機
児
童
及
び
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

待
機
者
解
消
の
早
期
実
現
と
区
営
住
宅

の
増
設
な
ど
だ
。
具
体
化
を
求
め
る
。

指
摘
の
事
業
は
「
国
際
都
市
お
お

た
」
実
現
に
向
け
重
要
な
事
業
。
区
営

住
宅
の
建
築
計
画
策
定
の
予
定
は
な
い
。

［
区
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
予
算
へ

の
転
換
に
つ
い
て
］

国
民
健
康
保
険
料
の
値
上
げ
を
せ
ず
、

国
・
都
に
も
財
政
支
援
を
求
め
る
と
共

に
区
も
努
力
す
べ
き
で
あ
る
。

国
や
都
に
対
し
て
は
、
国
保
財
政
の

基
盤
強
化
・
拡
充
を
求
め
て
い
く
。

都
に
対
し
大
気
汚
染
医
療
費
助
成
制

度
継
続
と
小
中
学
校
の
全
学
年
で
少
人

数
学
級
を
実
施
す
る
よ
う
求
め
る
こ
と
。

都
の
動
向
を
注
視
す
る
。

消
費
税
増
税
に
よ
り
、
保
育
園
・
小

中
学
校
の
給
食
の
質
を
落
と
さ
ず
、
給

食
費
を
値
上
げ
し
な
い
こ
と
を
求
め
る
。

学
校
給
食
は
当
面
、
現
行
の
徴
収
額

を
維
持
し
て
い
く
。

か
つ
て
１
万
円
だ
っ
た
寿
祝
金
を
５

千
円
か
ら
３
千
円
に
削
減
す
る
こ
と
を

や
め
高
齢
者
を
大
事
に
す
べ
き
。

社
会
福
祉
協
議
会
と
区
を
合
わ
せ
て

５
千
円
の
区
内
共
通
商
品
券
を
届
け
る
。

公
務
員
の
全
体
の
奉
仕
者
と
し
て
の

役
割
を
生
か
し
、
福
祉
・
教
育
施
設
な

ど
の
民
営
化
を
や
め
直
営
を
基
本
と
し

た
公
的
責
任
を
果
た
す
区
政
に
す
べ
き
。

区
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
指
針
に
基
づ

き
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
努
め
る
。

特
区
構
想
に
基
づ
く
空
港
跡
地
整
備

は
総
額
３
０
０
億
か
ら
４
０
０
億
円
の

財
政
投
入
と
な
り
、
一
自
治
体
の
仕
事

で
は
な
い
。
や
め
る
べ
き
。

都
や
国
と
連
携
し
、
事
業
を
進
め
る
。

空
港
跡
地
に
予
定
の
産
業
交
流
施
設

は
、
区
内
中
小
企
業
が
ど
れ
ほ
ど
潤
う

の
か
数
値
目
標
を
伺
う
。

現
時
点
で
は
数
値
目
標
を
設
定
す
る

段
階
に
は
な
い
。

池
袋
か
ら
羽
田
空
港
へ
の
ア
ク
セ
ス

路
線
と
な
り
、
区
民
の
期
待
の
大
き
い

「
蒲
蒲
線
」
で
は
な
く
な
っ
た
の
で
は
。

早
期
整
備
に
対
す
る
区
民
の
期
待
は

大
き
い
と
感
じ
て
い
る
。

京
急
蒲
田
西
口
駅
前
再
開
発
事
業
は

住
み
続
け
ら
れ
る
開
発
に
な
っ
て
い
な

い
。
58
％
の
立
ち
退
き
に
加
え
、
今
後

も
立
ち
退
く
と
な
れ
ば
、
住
み
続
け
る

た
め
の
計
画
に
見
直
す
べ
き
。

長
い
年
月
を
か
け
て
当
事
業
は
権
利

変
換
を
終
え
、
公
共
施
設
及
び
再
開
発

ビ
ル
の
建
設
中
で
あ
り
、
引
き
続
き
再

開
発
事
業
完
了
を
目
指
し
て
い
く
。

［
大
田
区
の
宝
、
中
小
企
業
振
興
に
つ

い
て
］

予
算
案
に
計
上
さ
れ
た
全
数
調
査
を

評
価
し
、
そ
の
結
果
を
中
小
企
業
庁
や

公
正
取
引
委
員
会
な
ど
に
強
く
要
望
す

べ
き
。企

業
間
の
取
り
引
き
促
進
や
研
究
開

発
型
企
業
の
誘
致
な
ど
、
区
内
中
小
企

業
の
発
展
に
向
け
た
有
効
な
施
策
を
検

討
し
た
い
。
提
案
の
内
容
に
つ
い
て
調

査
を
実
施
す
る
考
え
は
な
い
。

産
業
経
済
部
の
予
算
を
一
般
財
源
の

５
％
、
約
１
０
０
億
円
に
し
て
、
人
材

育
成
・
後
継
者
育
成
支
援
、
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
支
援
を
す
べ
き
。
ま
た
家
賃
・
機

械
リ
ー
ス
な
ど
固
定
費
を
支
援
す
べ
き
。

事
業
実
施
の
た
め
の
必
要
予
算
を
確

保
し
て
い
る
。
今
後
も
区
内
産
業
の
活

性
化
に
つ
な
が
る
支
援
策
を
実
施
す
る
。

［
介
護
制
度
を
後
退
さ
せ
ず
充
実
さ
せ

る
こ
と
に
つ
い
て
］

さ
わ
や
か
サ
ポ
ー
ト
を
中
学
校
区
に

１
か
所
と
し
、
現
在
の
20
か
所
か
ら
28

か
所
に
増
設
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

中
学
校
区
域
を
単
位
と
し
た
さ
わ
や

か
サ
ポ
ー
ト
の
配
置
は
考
え
て
い
な
い
。

26年第1回定例会では、大田区公共の場所における客引き客待ち行為等の防止に関
する条例を可決した。

区は、羽田空港跡地に、羽田空港のポテンシャルを生かした跡地計画の具体化
を進めている。

平
成
26
年
度
予
算
と

羽
田
地
区
再
配
置
整
備
に
つ
い
て

自
由
民
主
党
大
田
区
民
連
合
　
安
藤
　
充

く
ら
し
優
先
で
区
民
の
幸
せ
実
現
！

真
の
国
際
化
を

日
本
共
産
党
大
田
区
議
団
　
黒
沼
　
良
光

し
て
い
く
観
点
か
ら
対
応
し
て
い
く
。

新
空
港
線
早
期
整
備
着
手
に
は
関
係

者
の
合
意
形
成
が
喫
緊
の
課
題
。
合
意

形
成
を
早
期
に
図
る
上
で
、
今
最
も
求

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
何
か
。

鉄
道
事
業
者
の
合
意
形
成
を
図
る
た

め
に
、
都
が
主
導
的
立
場
で
区
と
共
に

積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
。

［
総
合
防
災
力
に
つ
い
て
］

26
年
度
予
算
で
大
幅
に
防
災
関
連
予

算
を
充
実
さ
せ
た
内
容
と
、
そ
の
こ
と

に
よ
り
見
込
ま
れ
る
効
果
を
伺
う
。

操
作
が
容
易
な
新
型
Ｄ
級
ポ
ン
プ
を

配
備
、
ス
タ
ン
ド
パ
イ
プ
と
の
併
用
で

初
期
消
火
能
力
の
更
な
る
向
上
を
図
る
。

ま
た
児
童
生
徒
の
命
を
守
る
た
め
、
区

立
全
小
中
学
校
に
緊
急
地
震
速
報
受
信

機
を
導
入
。
更
に
浸
水
被
害
か
ら
区
民

を
守
る
た
め
、
水
門
や
呑
川
に
監
視
カ

メ
ラ
を
設
置
、
情
報
収
集
体
制
を
強
化
。

［
客
引
き
客
待
ち
条
例
に
つ
い
て
］

外
国
人
を
含
め
た
観
光
客
の
利
用
増

は
、
地
域
の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
。

条
例
制
定
で
、
蒲
田
の
繁
華
街
を
ど
の

よ
う
な
ま
ち
に
し
て
い
き
た
い
か
。

安
全
・
安
心
な
ま
ち
、
国
際
都
市
お

お
た
に
ふ
さ
わ
し
い
活
気
と
に
ぎ
わ
い

の
あ
る
ま
ち
に
し
て
い
く
。

こ
の
条
例
は
運
用
の
在
り
方
が
重
要
。

対
象
と
な
る
営
業
な
ど
考
え
方
を
伺
う
。

客
に
接
待
し
て
飲
食
を
提
供
す
る
風

俗
営
業
店
な
ど
が
行
う
不
当
な
客
引
き

客
待
ち
行
為
な
ど
が
対
象
。
蒲
田
駅
周

辺
を
特
定
地
区
に
指
定
し
、
重
点
的
な

取
り
組
み
を
行
う
。
引
き
続
き
夜
間
パ

ト
ロ
ー
ル
に
つ
い
て
商
店
街
、
地
域
、

警
察
と
連
携
し
て
取
り
組
む
。

［
安
倍
内
閣
の
暴
走
か
ら
区
民
の
命
と

暮
ら
し
を
守
る
こ
と
に
つ
い
て
］

政
府
の
資
料
で
も
消
費
税
増
税
の

10
％
し
か
社
会
保
障
に
は
使
わ
れ
な
い
。

消
費
税
収
の
全
て
が
社
会
保
障
の
財

源
と
さ
れ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

区
長
は
、
景
気
は
回
復
に
向
か
っ
て
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［
26
年
度
予
算
に
つ
い
て
］

区
議
会
公
明
党
の
重
点
項
目
に
応
え
、

街
路
灯
全
面
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
、
待
機
児
童
解

消
施
策
、
橋
り
ょ
う
耐
震
化
、
総
合
防

災
力
強
化
、
ま
ち
づ
く
り
施
策
及
び
勝

海
舟
記
念
館
の
創
設
な
ど
の
予
算
が
計

上
さ
れ
た
こ
と
は
高
く
評
価
す
る
。
こ

れ
ら
の
施
策
へ
の
区
長
の
考
え
を
伺
う
。

い
ず
れ
も
優
先
的
に
取
り
組
む
べ
き

重
要
な
施
策
と
考
え
て
い
る
。
今
後
と

も
、
区
の
将
来
を
見
据
え
た
施
策
を
着

実
且
つ
的
確
に
推
進
し
て
い
く
決
意
。

［
自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
に
つ
い
て
］

複
数
の
自
治
体
が
シ
ス
テ
ム
を
共
同

運
営
す
る
自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
に
つ
い
て
、

広
域
で
の
共
用
利
用
を
検
討
す
べ
き
。

現
状
に
つ
い
て
伺
う
。
ま
た
共
通
番
号

制
度
導
入
に
向
け
た
取
り
組
み
を
伺
う
。

東
京
電
子
自
治
体
共
同
運
営
協
議
会

の
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
及
び
電
子
調
達

サ
ー
ビ
ス
で
自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
を
活
用

し
シ
ス
テ
ム
の
共
用
利
用
を
行
っ
て
い

る
。
今
後
、
民
間
事
業
者
が
提
供
す
る

サ
ー
ビ
ス
利
用
型
ク
ラ
ウ
ド
に
つ
い
て

活
用
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
検
討
す
る
。

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
の
導
入
に
伴

う
自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
は
、
国
が
全
国
２

拠
点
に
用
意
す
る
中
間
サ
ー
バ
ー
の
活

用
を
考
え
る
。
自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
は
自

治
体
間
の
業
務
プ
ロ
セ
ス
の
標
準
化
や

シ
ス
テ
ム
間
の
連
携
な
ど
の
課
題
が
あ

る
が
、
今
後
も
国
や
都
の
動
向
を
注
視

し
な
が
ら
活
用
機
会
を
捉
え
て
い
く
。

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
を
ぜ
ひ
推
進
す
べ

き
で
は
。

引
き
続
き
用
紙
購
入
量
の
低
減
及
び

一
層
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に
徹
底
的
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

国
際
都
市
を
目
指
す
区
と
し
て
、
公

共
施
設
に
お
い
て
、
無
料
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ

を
利
用
で
き
る
よ
う
推
進
す
べ
き
。

26
年
度
か
ら
一
部
公
共
施
設
へ
の
試

行
的
導
入
を
考
え
て
い
く
。
国
際
都
市

お
お
た
の
実
現
に
向
け
、
本
庁
舎
の
他
、

訪
日
外
国
人
が
多
く
立
ち
寄
る
公
共
施

設
を
考
慮
し
な
が
ら
導
入
を
検
討
す
る
。

［
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
］

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
実
現
の

た
め
に
は
、
介
護
保
険
で
新
し
く
創
設

さ
れ
た
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
と
サ
ー

ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
を
組
み
合

わ
せ
る
こ
と
が
有
効
で
は
な
い
か
。

サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
は
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
さ
れ
安
否
確
認
な
ど

の
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
住
宅
。
こ

れ
に
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
を
組
み
合

わ
せ
る
こ
と
は
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
実
現
の
た
め
の
一
つ
の
方
策
。

［
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
］

蒲
田
駅
西
口
駅
前
広
場
の
初
動
期
整

備
に
向
け
て
、
西
口
駅
前
広
場
検
討
部

会
の
内
容
を
含
め
、
ど
の
よ
う
な
取
り

組
み
を
進
め
て
い
る
の
か
伺
う
。

西
口
駅
前
広
場
検
討
部
会
は
１
回
目

の
会
合
を
開
催
し
初
動
期
整
備
の
具
体

的
な
内
容
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換

が
さ
れ
た
。
今
後
は
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
セ

プ
ト
や
駅
前
広
場
の
機
能
な
ど
の
検
討

を
更
に
進
め
、
26
年
度
に
か
け
て
整
備

デ
ザ
イ
ン
の
基
本
的
な
方
向
性
を
ま
と

め
設
計
に
反
映
さ
せ
る
予
定
。

議
会
と
し
て
も
地
域
住
民
、
区
と
連

携
し
て
蒲
田
の
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
し

た
い
。
区
長
の
決
意
を
伺
う
。

区
議
会
、
地
域
の
皆
様
と
よ
り
一
層

の
連
携
を
図
り
な
が
ら
蒲
田
駅
周
辺
再

編
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
現
さ
せ
る
決
意
。

新
空
港
線
の
早
期
整
備
に
向
け
て
、

現
在
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
る
の
か
伺
う
。

デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
を
活
用
し
た

広
報
を
開
始
。
ま
た
、
関
連
す
る
６
区

へ
の
支
援
要
請
と
併
せ
７
区
長
連
名
に

よ
る
早
期
整
備
に
向
け
た
都
へ
の
要
望

を
行
っ
て
い
る
。
加
え
て
、
川
崎
市
、

横
浜
市
へ
の
支
援
要
請
や
新
空
港
線
整

備
に
向
け
た
基
金
と
し
て
、
26
年
度
予

算
案
に
お
い
て
５
億
円
の
積
み
立
て
を

計
上
す
る
と
共
に
、
国
土
交
通
省
、
都
、

鉄
道
事
業
者
な
ど
へ
の
働
き
掛
け
を
強

化
す
る
。
併
せ
て
、
26
年
度
は
交
通
企

画
担
当
部
長
を
新
設
し
、
区
の
交
通
政

策
の
推
進
に
取
り
組
む
。

大
田
区
が
世
界
に
誇
る
基
盤
技
術
の

集
積
と
域
内
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
強
み

と
し
て
、
国
内
・
海
外
と
の
広
域
的
な

産
業
連
携
の
仕
組
み
を
作
っ
て
い
く
べ

き
と
考
え
る
が
。

羽
田
空
港
に
隣
接
す
る
産
業
交
流
拠

点
で
は
、
区
内
企
業
は
も
と
よ
り
都
内

・
全
国
と
の
連
携
を
強
め
、
更
に
海
外

と
の
広
域
的
な
連
携
に
よ
り
世
界
の
も

の
づ
く
り
需
要
に
対
応
す
る
た
め
の
研

究
開
発
機
能
を
呼
び
込
む
こ
と
を
想
定
。

研
究
開
発
型
企
業
と
区
内
に
集
積
す
る

基
盤
技
術
を
得
意
と
す
る
企
業
が
効
果

的
に
交
流
す
る
た
め
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ

チ
ン
グ
の
環
境
を
整
備
す
る
。
更
に
は
、

産
業
交
流
拠
点
に
お
け
る
研
究
開
発
の

成
果
を
世
界
へ
発
信
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
に

発
展
さ
せ
る
た
め
の
検
討
も
進
め
る
。

国
家
戦
略
特
区
指
定
の
可
能
性
と
今

後
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

こ
れ
ま
で
都
と
連
携
し
政
府
や
関
係

府
省
へ
Ｐ
Ｒ
し
て
お
り
、
指
定
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
。
引
き
続
き
、
都
や
国
と

の
連
携
を
深
め
、
協
力
し
な
が
ら
空
港

跡
地
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
。

［
中
小
製
造
業
へ
の
成
長
戦
略
］

羽
田
空
港
跡
地
を
組
み
込
ん
だ
国
家

戦
略
特
区
提
案
に
際
し
て
、
中
小
企
業

強
化
の
重
要
性
を
国
へ
強
く
訴
え
る
と

共
に
、
区
民
に
対
し
て
も
そ
の
目
的
を

分
か
り
や
す
く
説
明
す
る
べ
き
。

区
の
提
案
の
核
は
中
小
企
業
を
元
気

に
す
る
こ
と
。
地
域
経
済
の
活
性
化
に

つ
な
げ
る
仕
組
み
を
都
や
国
な
ど
と
連

携
し
て
作
っ
て
い
く
。
今
後
も
こ
の
考

え
方
の
分
か
り
や
す
い
説
明
に
努
め
る
。

［
学
校
防
災
拠
点
に
つ
い
て
］

地
域
の
防
災
活
動
拠
点
化
と
い
う
新

し
い
体
制
作
り
を
進
め
る
た
め
に
、
区

側
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
強
化
を
求
め
る
。

特
別
出
張
所
職
員
に
も
拠
点
化
ス
キ

ル
習
得
の
研
修
を
実
施
す
る
な
ど
地
域

振
興
部
が
連
携
し
て
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

［
建
設
業
人
手
不
足
の
影
響
］

人
手
不
足
と
資
材
高
騰
が
進
む
中
で
、

耐
震
工
事
な
ど
公
共
工
事
が
計
画
ど
お

り
に
進
ま
な
く
な
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ

て
い
る
。
対
策
を
講
じ
る
べ
き
。

工
事
発
注
の
分
散
化
・
平
準
化
に
努

め
、
年
度
当
初
か
ら
契
約
が
で
き
る
よ

う
早
期
発
注
な
ど
に
取
り
組
む
。

設
計
労
務
単
価
の
上
昇
が
技
能
労
働

者
の
処
遇
改
善
に
結
び
付
く
対
策
を
進

め
る
べ
き
。
公
契
約
条
例
の
制
定
に
つ

い
て
改
め
て
研
究
を
お
願
い
し
た
い
。

今
回
の
特
例
措
置
の
実
施
に
当
た
り
、

区
内
建
設
団
体
や
受
注
者
に
対
し
て
、

適
切
に
対
応
す
る
よ
う
要
請
し
て
い
く
。

公
契
約
条
例
に
つ
い
て
は
、
既
に
制
定

済
み
の
自
治
体
な
ど
の
状
況
を
把
握
す

る
作
業
を
進
め
る
。

［
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
］

国
が
示
し
た
新
制
度
の
メ
リ
ッ
ト
を

ど
う
考
え
る
か
。
ま
た
保
育
所
入
所
の

選
考
方
法
が
大
き
く
変
わ
る
。
直
接
契

約
へ
の
心
配
の
声
に
ど
う
答
え
る
か
。

新
制
度
は
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
多

様
な
保
育
ニ
ー
ズ
に
き
め
細
か
く
対
応

で
き
る
。
認
可
保
育
園
や
地
域
型
保
育

事
業
の
利
用
は
、
新
制
度
へ
の
移
行
後

も
当
分
の
間
、
区
が
調
整
を
行
う
。

保
育
料
の
見
直
し
に
当
た
っ
て
は
、

負
担
額
の
格
差
が
生
じ
て
い
る
認
可
保

育
園
と
認
証
保
育
所
に
つ
い
て
、
そ
れ

を
是
正
し
、
一
定
の
公
平
性
を
確
保
し

て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

新
制
度
に
お
け
る
認
証
保
育
所
の
位

置
付
け
に
つ
い
て
、
国
や
都
の
動
向
を

注
視
し
、
利
用
者
負
担
額
の
在
り
方
に

適
切
に
判
断
し
て
い
く
。

［
区
内
の
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
］

新
空
港
線
実
現
に
向
け
て
の
今
後
の

方
針
、
取
り
組
み
を
伺
う
。

都
と
連
携
し
鉄
道
事
業
者
の
合
意
形

成
を
目
指
す
と
共
に
、
国
土
交
通
省
の

支
援
を
受
け
、
早
期
整
備
着
手
に
向
け

積
極
的
に
取
り
組
む
。

福
祉
施
策
と
し
て
の
側
面
か
ら
、
交

通
空
白
地
域
な
ど
の
解
消
に
向
け
た
地

域
公
共
交
通
計
画
を
立
て
る
べ
き
。

矢
口
地
域
で
の
検
証
を
基
に
、
観
光

や
福
祉
の
視
点
も
含
め
、
引
き
続
き
検

討
を
重
ね
て
い
く
。

［
医
療
と
介
護
の
連
携
に
つ
い
て
］

定
期
巡
回
・
随
時
対
応
サ
ー
ビ
ス
の

今
後
の
展
望
に
つ
い
て
伺
う
。

高
齢
者
の
在
宅
生
活
を
支
え
る
た
め
、

利
用
状
況
を
踏
ま
え
、
26
年
度
策
定
す

る
第
６
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
中
で

整
備
を
進
め
て
い
く
。

羽田空港跡地に建設が予定されている産業交流施設のイメージ図。地域・ひと・
技術をつなぎ、世界とつながる拠点形成を目指している。

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
で

世
界
に
誇
れ
る
国
際
都
市
へ

大
田
区
議
会
公
明
党
　
松
本
　
洋
之

安
心
で
元
気
な

地
域
づ
く
り
へ
の
提
言
！

大
田
区
議
会
民
主
党
　
山
崎
　
勝
広

区では、27年度からスタートする子ども・子育て支援新制度に向けて、
事業計画の策定に取り組んでいる。

11日 本会議（第１日）
12日 本会議（第２日）
13日 常任委員会
16日 常任委員会
17日 議会運営委員会
18日 特別委員会
20日 議会運営委員会
 本会議（第３日）

平成26年第2回定例会の予定

○請願・陳情の締め切り　6月4日（水）

※以上は予定であり、実際の日程は、各定例
会開催前の議会運営委員会で決定します。詳
細は、議会事務局までお問い合わせください。

6月

● 議員紹介 ● 会議日程
● 本会議の結果 ● 特別委員会の報告書
● 議会中継 ● 会議録の検索
● 決議・意見書
● 請願・陳情の審査結果
● 区議会だより

ホームページのご案内

　ホームページで議会の新着情報や議員名簿、会
議日程などをお知らせしています。
　ぜひご活用ください。
大田区議会ホームページアドレス
http://www.city.ota.tokyo.jp/gikai/

主な掲載内容
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区議会だより
おおた

ご利用ください 会議録検索システム 区議会の会議録がインターネットを利用して検索、閲覧できます。 大田区議会ホームページアドレス　http://www.city.ota.tokyo.jp/gikai/
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岡
元
　
由
美

大
田
区
議
会

公
明
党

［「
花
子
と
ア
ン
」
の
観
光
施
策
］

文
化
の
森
の
活
用
方
法
を
伺
う
。

「
花
子
と
ア
ン
」
の
第
１
回
放
映
を

見
る
会
の
他
、
馬
込
文
士
村
を
含
め
た

期
間
展
示
や
催
し
を
予
定
。
情
報
コ
ー

ナ
ー
を
設
置
し
、
来
ら
れ
た
方
に
満
足

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
工
夫
す
る
。

駅
か
ら
の
誘
導
、
区
や
観
光
協
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
を
求
め
る
。

Ｊ
Ｒ
大
森
駅
と
の
連
携
な
ど
鉄
道
事

業
者
と
検
討
す
る
。
馬
込
文
士
村
関
係

施
設
や
商
店
街
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
の
マ

ッ
プ
を
作
成
。
季
節
に
応
じ
た
コ
ー
ス

の
紹
介
な
ど
の
ペ
ー
ジ
を
設
け
る
。

馬
込
文
士
村
継
承
会
や
馬
込
文
士
村

ガ
イ
ド
の
会
な
ど
専
門
家
の
協
力
を
得

て
、
観
光
客
を
迎
え
る
環
境
の
整
備
を
。

ガ
イ
ド
の
重
要
性
は
指
摘
の
通
り
。

推
進
委
員
会
の
中
に
企
画
部
会
を
設
け
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
な
ど
が
メ
ン
バ
ー
と
し
て

具
体
的
に
検
討
し
て
い
く
。

各
書
店
に
協
力
い
た
だ
き
「
赤
毛
の

ア
ン
」
ブ
ー
ム
を
起
こ
し
て
い
き
た
い
。

関
係
機
関
に
対
し
情
報
発
信
を
行
い
、

地
域
か
ら
の
機
運
醸
成
を
図
っ
て
い
く
。

［
交
通
不
便
地
域
の
対
策
］

馬
込
地
区
の
現
状
に
対
す
る
見
解
は
。

坂
が
多
く
起
伏
の
あ
る
地
形
で
あ
り
、

高
齢
者
の
移
動
環
境
の
面
で
課
題
が
あ

る
。
同
時
に
多
く
の
観
光
資
源
を
有
し

て
お
り
、
観
光
の
視
点
か
ら
捉
え
た
公

共
交
通
の
在
り
方
も
研
究
が
必
要
。

た
ま
ち
ゃ
ん
バ
ス
の
25
年
度
の
収
支

額
の
見
込
み
を
伺
う
。

収
入
見
込
み
額
が
５
７
０
万
円
、
支

出
見
込
み
額
は
１
６
８
０
万
円
。
収
支

額
は
１
１
１
０
万
円
ほ
ど
の
支
出
超
過
。

［
発
達
障
が
い
児
・
者
の
支
援
］

発
達
障
が
い
に
起
因
す
る
引
き
こ
も

り
な
ど
で
、
進
学
が
困
難
な
生
徒
の
支

援
・
進
路
決
定
へ
の
関
わ
り
は
。

メ
ン
タ
ル
フ
レ
ン
ド
を
家
庭
に
派
遣

し
、
適
応
指
導
教
室
や
相
談
学
級
の
入

室
・
入
級
に
つ
な
げ
て
い
る
。
26
年
度

か
ら
は
教
育
セ
ン
タ
ー
に
ス
ク
ー
ル
ソ

ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
配
置
し
、
家
庭

環
境
に
起
因
す
る
学
校
不
適
応
の
生
徒

の
支
援
も
行
っ
て
い
く
。

18
歳
ま
で
の
子
ど
も
た
ち
の
相
談
や

特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て
伺
う
。

中
学
校
卒
業
後
の
教
育
相
談
は
都
教

育
相
談
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
い
る
。

中
学
生
に
な
り
、
母
親
で
は
対
処
で

き
な
い
お
子
さ
ん
や
家
庭
に
対
し
て
区

は
ど
の
よ
う
に
支
援
し
て
い
く
の
か
。

学
校
や
区
の
関
係
部
署
が
児
童
相
談

所
・
医
療
機
関
な
ど
の
関
係
機
関
と
連

携
を
強
化
し
、
個
々
の
状
況
に
応
じ
た

重
層
的
な
支
援
に
努
め
る
。

秋
成
　
靖

大
田
区
議
会

公
明
党

［
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
お
も
て
な
し
］

外
国
人
の
受
け
入
れ
に
当
た
り
、
羽

田
空
港
や
周
辺
施
設
、
地
元
・
鉄
道
事

業
者
と
協
議
を
重
ね
、
大
田
の
子
ど
も

た
ち
に
よ
る
歓
迎
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
設
置

な
ど
に
取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

大
田
区
の
お
も
て
な
し
の
心
を
海
外

の
方
た
ち
に
お
伝
え
す
る
上
で
有
効
で

あ
る
と
共
に
、
児
童
生
徒
に
と
っ
て
世

界
に
目
を
向
け
る
良
い
機
会
に
な
る
。

今
後
、
関
係
機
関
と
協
議
し
て
具
体
的

な
取
り
組
み
を
検
討
す
る
。

羽
田
空
港
周
辺
で
の
歓
迎
装
飾
は
、

海
か
ら
見
え
る
場
所
や
空
か
ら
見
え
る

部
分
で
の
様
々
な
形
が
考
え
ら
れ
る
が
、

関
係
管
理
者
と
今
後
ど
の
よ
う
に
調
整

し
て
い
く
か
区
の
所
見
を
伺
う
。

船
や
航
空
機
か
ら
最
初
に
見
え
る
空

港
周
辺
や
臨
海
部
で
の
来
訪
者
へ
の
ア

ピ
ー
ル
は
特
に
効
果
的
で
あ
り
重
要
。

関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
主
催
者
で

あ
る
都
に
働
き
掛
け
る
と
共
に
、
日
本

の
玄
関
口
を
持
つ
自
治
体
と
し
て
お
も

て
な
し
の
気
持
ち
を
持
っ
た
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

海
外
の
方
が
ウ
エ
ル
カ
ム
シ
ョ
ッ
プ

な
ど
の
情
報
に
い
ち
早
く
た
ど
り
着
け

る
工
夫
と
共
に
、
大
田
区
を
素
通
り
す

る
こ
と
な
く
区
内
の
魅
力
あ
る
ス
ポ
ッ

ト
へ
足
を
延
ば
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

な
仕
掛
け
を
早
期
に
検
討
す
べ
き
。

大
田
観
光
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、

外
国
語
専
用
の
ペ
ー
ジ
を
用
意
し
て
情

報
発
信
に
努
め
て
い
る
。
海
外
か
ら
こ

の
ペ
ー
ジ
に
容
易
に
た
ど
り
着
け
る
よ

う
な
方
策
を
研
究
す
る
な
ど
、
よ
り
ア

ク
セ
ス
し
や
す
い
情
報
発
信
に
努
め
て

い
く
。
海
外
マ
ス
コ
ミ
へ
の
情
報
提
供
、

海
外
の
旅
行
博
で
の
Ｐ
Ｒ
活
動
な
ど
、

更
な
る
情
報
発
信
を
進
め
る
。

［
大
田
区
総
合
体
育
館
の
安
全
利
用
］

体
育
館
利
用
者
、
特
に
高
齢
者
や
障

が
い
の
あ
る
方
へ
手
す
り
設
置
な
ど
の

安
全
確
保
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
。

手
す
り
な
ど
の
設
置
に
つ
い
て
は
総

合
的
な
観
点
か
ら
妥
当
性
を
検
証
す
る

必
要
が
あ
る
。
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ

る
方
に
は
上
り
降
り
の
少
な
い
席
を
案

内
す
る
な
ど
の
配
慮
を
す
る
。

今
後
、
体
育
館
利
用
者
の
安
全
確
保

の
た
め
に
区
は
ど
の
よ
う
な
安
全
対
策

を
講
じ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

区
の
事
業
で
は
場
内
ア
ナ
ウ
ン
ス
に

よ
る
注
意
喚
起
を
行
い
、
特
に
高
齢
者

や
障
が
い
の
あ
る
方
の
催
し
で
は
、
必

要
に
応
じ
て
ス
タ
ッ
フ
を
会
場
内
に
配

置
し
て
い
る
。
今
後
は
、
快
適
に
ス
ポ

ー
ツ
を
楽
し
め
る
こ
と
に
配
慮
し
な
が

ら
、
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
安
全
対

策
の
徹
底
を
図
っ
て
い
く
。

馬
橋
　
靖
世

大
田
区
議
会

民
主
党

［
お
お
た
未
来
プ
ラ
ン
10
年
前
期
の
振

り
返
り
と
後
期
の
展
望
に
つ
い
て
］

都
市
と
人
を
つ
な
ぐ
た
め
の
施
策
と

し
て
、
組
織
的
に
は
ど
の
よ
う
な
強
化

を
行
っ
て
い
く
の
か
。

国
際
都
市
、
多
文
化
共
生
、
文
化
、

更
に
は
観
光
が
一
つ
の
部
と
な
る
こ
と

で
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
迅
速
且
つ
強
力

に
観
光
と
国
際
都
市
な
ど
の
政
策
を
実

施
し
、
都
市
と
人
々
を
つ
な
い
で
い
く

施
策
を
推
進
す
る
体
制
を
整
備
で
き
る
。

社
会
教
育
の
一
環
と
は
別
の
、
競
技

的
且
つ
文
化
的
な
ス
ポ
ー
ツ
戦
略
を
担

え
る
組
織
の
編
成
を
検
討
す
べ
き
。

ス
ポ
ー
ツ
健
康
都
市
宣
言
を
推
進
し

て
い
く
た
め
に
は
、
健
康
、
福
祉
、
文

化
・
観
光
、
ま
ち
づ
く
り
な
ど
の
施
策

と
ス
ポ
ー
ツ
施
策
が
広
範
且
つ
強
力
に

連
携
す
る
こ
と
が
重
要
。
多
様
な
施
策

と
の
円
滑
な
連
携
が
で
き
る
体
制
を
整

備
す
る
た
め
の
検
討
を
進
め
る
。

未
来
プ
ラ
ン
実
現
の
た
め
に
は
、
テ

ク
ニ
カ
ル
ビ
ジ
ッ
ト
の
受
け
入
れ
や
あ

っ
せ
ん
、
情
報
収
集
・
発
信
な
ど
自
治

体
と
し
て
独
自
の
整
備
が
必
要
で
は
。

産
業
経
済
部
だ
け
で
は
な
く
観
光
を

視
野
に
入
れ
た
関
係
部
署
や
、
民
間
事

業
者
な
ど
と
連
携
を
密
に
し
、
総
合
的

に
情
報
の
受
発
信
が
で
き
る
態
勢
整
備

を
検
討
す
る
。

押
見
　
隆
太

自
由
民
主
党

大
田
区
民
連
合

［
舛
添
都
知
事
に
つ
い
て
］

都
知
事
に
対
し
て
新
空
港
線
（
蒲
蒲

線
）
実
現
に
向
け
て
ど
の
よ
う
な
初
動

ア
プ
ロ
ー
チ
を
行
っ
て
い
る
か
。

ア
ジ
ア
ヘ
ッ
ド
ク
ォ
ー
タ
ー
特
区
地

域
や
副
都
心
線
沿
線
地
域
の
関
係
７
区

長
連
名
の
新
空
港
線
早
期
整
備
着
手
に

関
す
る
要
望
書
を
都
知
事
宛
に
提
出
。

新
空
港
線
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
渡
し
、
そ

の
必
要
性
や
効
果
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

［
耐
震
化
施
策
に
つ
い
て
］

区
民
の
耐
震
化
に
向
け
た
取
り
組
み

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
耐
震
化
助
成
制
度
の

更
な
る
活
用
が
必
要
。
減
災
の
た
め
に

耐
震
化
へ
の
取
り
組
み
を
加
速
さ
せ
る

に
は
、
助
成
額
の
引
き
上
げ
が
必
要
。

26
年
度
か
ら
木
造
住
宅
の
耐
震
化
を

よ
り
一
層
推
進
す
る
た
め
、
耐
震
診
断

ま
で
の
手
続
き
を
簡
略
化
し
、
診
断
費

用
の
定
額
化
と
助
成
割
合
の
引
き
上
げ

を
行
う
。
ま
た
、
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の

診
断
、
設
計
、
工
事
の
助
成
限
度
額
を
、

そ
れ
ぞ
れ
こ
れ
ま
で
の
３
倍
に
引
き
上

げ
る
予
算
案
を
提
案
し
て
い
る
。

［
公
共
工
事
設
計
労
務
単
価
の
運
用
に

係
る
特
例
措
置
に
つ
い
て
］

国
の
要
請
に
対
す
る
区
の
考
え
は
。

適
正
な
賃
金
水
準
の
確
保
や
区
内
企

業
育
成
の
観
点
か
ら
、
国
に
準
じ
て
特

例
措
置
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。

区
の
発
注
工
事
に
お
い
て
下
請
け
業

者
の
賃
金
が
適
切
に
処
理
さ
れ
て
い
る

か
と
い
っ
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
か
。

区
内
建
設
団
体
や
受
注
者
に
対
し
て

下
請
け
業
者
と
結
ん
だ
請
負
契
約
の
金

額
の
見
直
し
、
技
能
労
働
者
の
賃
金
水

準
引
き
上
げ
、
社
会
保
険
加
入
の
徹
底

な
ど
、
適
切
な
対
応
を
要
請
。
受
注
者

か
ら
は
変
更
協
議
請
求
書
で
確
認
す
る
。

［
教
育
に
つ
い
て
］

地
域
教
育
連
絡
協
議
会
の
発
展
形
と

し
て
学
校
運
営
協
議
会
を
学
校
に
設
置

し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
と
し
て

始
動
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

地
域
教
育
連
絡
協
議
会
は
、
学
校
運

営
協
議
会
の
機
能
を
相
当
程
度
担
う
組

織
と
し
て
運
営
さ
れ
て
お
り
、
更
に
、

学
校
教
育
を
支
援
す
る
学
校
応
援
団
、

学
校
支
援
地
域
本
部
を
25
年
度
全
小
中

学
校
に
設
置
す
る
予
定
。
こ
の
二
つ
の

制
度
の
活
用
に
よ
り
、
地
域
の
教
育
力

を
生
か
し
、
学
校
の
自
立
的
な
改
善
と

開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
を
目
指
す
。

文
部
科
学
省
の
進
め
る
土
曜
日
授
業

の
実
施
を
求
め
る
。

25
年
度
か
ら
新
た
に
児
童
・
生
徒
の

確
か
な
学
力
の
一
層
の
定
着
を
目
指
し
、

振
替
休
業
日
を
設
け
な
い
土
曜
日
授
業

を
年
間
３
回
以
上
、
全
校
で
実
施
。
加

え
て
、
学
習
指
導
講
師
の
指
導
に
よ
る

土
曜
補
習
教
室
も
年
間
６
回
実
施
。
今

後
は
、
土
曜
日
の
教
育
活
動
推
進
プ
ラ

ン
を
踏
ま
え
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、

よ
り
豊
か
で
有
意
義
な
土
曜
日
と
な
る

よ
う
、
実
施
回
数
や
そ
の
在
り
方
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
く
。

海
老
澤 

圭
介

自
由
民
主
党

大
田
区
民
連
合

［
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
に
つ
い
て
］

６
年
後
の
開
催
に
向
け
て
準
備
し
て

い
る
こ
と
な
ど
を
具
体
的
に
伺
う
。

開
催
決
定
後
す
ぐ
に
推
進
本
部
を
設

置
。
４
月
に
は
担
当
課
長
を
新
設
。
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
を
契
機
に
ス
ポ
ー
ツ
振
興

を
進
め
る
。
特
に
総
合
体
育
館
な
ど
の

区
内
ス
ポ
ー
ツ
施
設
は
、
練
習
会
場
と

し
て
の
活
用
を
都
に
働
き
掛
け
る
。

［
ス
ポ
ー
ツ
振
興
と
ま
ち
づ
く
り
］

ス
ポ
ー
ツ
に
は
教
育
以
外
に
も
地
域

・
ま
ち
づ
く
り
な
ど
様
々
な
可
能
性
が

あ
る
。
時
限
的
措
置
や
教
育
と
い
う
視

点
の
み
に
と
ら
わ
れ
ず
、
ス
ポ
ー
ツ
専

門
の
部
署
を
区
長
部
局
に
設
置
す
べ
き
。

区
の
ス
ポ
ー
ツ
施
策
と
健
康
な
ど
の

多
様
な
施
策
と
の
円
滑
な
連
携
が
で
き

る
体
制
整
備
の
た
め
、
更
に
検
討
す
る
。

区
民
セ
ン
タ
ー
や
文
化
セ
ン
タ
ー
に

あ
る
体
育
室
の
利
用
状
況
、
老
朽
化
の

整
備
予
定
な
ど
、
今
後
の
考
え
を
伺
う
。

地
域
の
運
動
施
設
と
し
て
子
ど
も
か

ら
高
齢
者
ま
で
利
用
さ
れ
て
お
り
、
区

民
が
気
軽
に
活
用
で
き
る
運
動
施
設
。

今
後
、
地
域
ニ
ー
ズ
な
ど
も
踏
ま
え
、

計
画
的
に
検
討
し
て
い
く
。

空
港
跡
地
の
利
用
計
画
に
お
い
て
、

ス
ポ
ー
ツ
を
産
業
と
し
て
捉
え
た
イ
ベ

ン
ト
な
ど
の
施
設
利
用
の
考
え
は
。

空
港
跡
地
第
１
ゾ
ー
ン
に
産
業
交
流

施
設
や
多
目
的
広
場
な
ど
の
導
入
を
目

指
し
て
お
り
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
多
分
野

へ
の
活
用
も
考
え
ら
れ
る
。

ス
ポ
ー
ツ
資
源
と
し
て
の
水
辺
利
用

を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

大
森
ふ
る
さ
と
の
浜
辺
公
園
に
お
い

て
、
水
辺
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
め
る
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
拠
点
を
整
備
す
る
こ
と

を
検
討
し
て
い
る
。

［
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
人
材
育
成
］

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
青
少
年
育
成
、
そ

れ
に
携
わ
る
人
材
の
育
成
に
つ
い
て
、

具
体
的
な
取
り
組
み
を
伺
う
。

中
学
校
で
の
部
活
動
支
援
、
各
種
ス

ポ
ー
ツ
競
技
会
で
顕
著
な
成
績
を
収
め

た
子
ど
も
に
対
す
る
青
少
年
健
全
育
成

大
会
で
の
表
彰
な
ど
、
不
断
の
努
力
を

称
賛
す
る
取
り
組
み
も
行
っ
て
い
る
。

人
材
育
成
は
、
指
導
者
講
習
会
な
ど
今

後
も
継
続
的
・
積
極
的
に
取
り
組
む
。

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
の

協
働
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

活
動
支
援
を
行
い
な
が
ら
、
連
携
・

協
力
し
た
事
業
開
催
な
ど
に
努
め
る
。

［
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
ス
ポ
ー
ツ

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
］

総
合
体
育
館
の
コ
ン
セ
プ
ト
の
一
つ

に
あ
る
「
み
る
ス
ポ
ー
ツ
」
の
考
え
方

な
ど
、
そ
の
仕
掛
け
の
進
捗
を
伺
う
。

国
際
都
市
お
お
た
の
視
点
も
取
り
入

れ
た
国
際
大
会
誘
致
、
イ
ベ
ン
ト
開
催

時
に
お
け
る
近
隣
商
店
街
と
の
連
携
や

周
辺
情
報
の
提
供
な
ど
の
Ｐ
Ｒ
を
実
施
。

区
政
を
き
く

一
般
質
問
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長
野
　
元
祐
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［
芸
術
振
興
政
策
に
つ
い
て
］

芸
術
振
興
に
関
し
て
の
基
本
的
な
方

針
、
姿
勢
に
つ
い
て
伺
う
。

文
化
振
興
の
一
環
と
し
て
幅
広
く
捉

え
て
お
り
、
観
光
・
産
業
・
国
際
化
な

ど
の
関
連
施
策
を
踏
ま
え
、
取
り
組
ん

で
い
る
。
26
年
度
に
観
光
・
国
際
都
市

部
の
発
足
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
芸
術

振
興
の
分
野
の
一
翼
を
担
う
。

空
き
工
場
、
倉
庫
、
店
舗
な
ど
の
再

活
用
と
街
の
活
性
化
の
た
め
、
作
品
展

示
に
留
ま
ら
ず
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
自
身

を
呼
び
込
む
た
め
の
支
援
策
を
、
観
光

産
業
の
観
点
か
ら
も
芸
術
振
興
策
と
し

て
打
ち
出
し
て
は
い
か
が
か
。

来
訪
者
を
呼
び
込
む
た
め
に
、
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
を
地
域
に
呼
び
込
む
こ
と
も

大
切
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
ニ
ー
ズ
や
所

有
者
の
意
見
も
聴
き
な
が
ら
、
そ
の
仕

組
み
や
マ
ッ
チ
ン
グ
方
法
を
十
分
調
査

・
研
究
す
る
。

区
文
化
振
興
協
会
の
定
款
に
お
け
る

支
援
、
協
働
及
び
育
成
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
事

業
が
行
わ
れ
て
い
る
か
。

公
益
性
が
高
い
な
ど
の
承
認
基
準
に

基
づ
き
、
会
場
の
確
保
、
助
成
金
の
支

出
や
会
場
経
費
の
減
免
を
行
っ
て
い
る
。

各
ジ
ャ
ン
ル
の
若
手
育
成
を
図
る
観
点

か
ら
支
援
と
協
働
、
育
成
に
努
め
る
。

区
文
化
振
興
協
会
に
は
、
ア
ー
ツ
カ

ウ
ン
シ
ル
東
京
に
積
極
的
に
関
与
、
提

携
し
、
芸
術
振
興
に
貢
献
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

区
の
芸
術
振
興
を
よ
り
自
由
な
発
想

で
進
め
て
い
け
る
よ
う
、
ア
ー
ツ
カ
ウ

ン
シ
ル
東
京
と
の
連
携
を
検
討
す
る
方

向
で
、
課
題
を
整
理
し
て
い
く
。

［
勝
海
舟
記
念
館
に
つ
い
て
］

整
備
に
当
た
り
踏
ま
え
な
く
て
は
な

ら
な
い
地
域
歴
史
文
化
と
は
何
か
。

池
上
本
門
寺
に
お
け
る
勝
海
舟
と
西

郷
隆
盛
の
江
戸
無
血
開
城
会
談
な
ど
も
、

区
の
貴
重
な
地
域
の
歴
史
文
化
と
い
え

る
。
区
に
ゆ
か
り
の
あ
る
徳
富
蘇
峰
は
、

師
と
仰
ぐ
海
舟
と
交
流
を
深
め
、
当
時

交
わ
し
た
書
簡
は
山
王
草
堂
記
念
館
に

所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
も
、
海
舟

の
生
き
た
同
時
代
の
歴
史
に
つ
な
が
っ

て
い
る
区
な
ら
で
は
の
歴
史
文
化
と
捉

え
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
区
内
有
数
の
自
然
環
境
を
持
つ
洗

足
池
公
園
と
一
体
的
に
整
備
し
、
区
民

か
ら
親
し
ま
れ
る
施
設
と
し
ま
す
」
と

い
う
文
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
伺
う
。

区
内
外
か
ら
の
来
訪
者
に
、
水
と
緑

豊
か
な
洗
足
池
公
園
と
、
歴
史
と
文
化

の
香
る
鳳
凰
閣
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
、

散
策
圏
に
あ
る
池
上
本
門
寺
や
馬
込
文

士
村
を
含
め
た
回
遊
ル
ー
ト
と
共
に
、

風
景
と
の
調
和
も
考
慮
し
て
、
整
備
を

進
め
る
こ
と
が
大
切
。
芸
術
振
興
と
観

光
振
興
を
結
び
付
け
る
新
た
な
視
点
で

の
文
化
観
光
の
充
実
が
図
れ
る
。

北
澤
　
潤
子

大
田
・
生
活
者

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

［
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
焼
却
と
大
気
汚
染
］

沿
岸
部
に
は
産
廃
も
含
め
焼
却
施
設

が
集
中
、
区
民
の
健
康
へ
の
影
響
は
。

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
分
別
、
金
属
類
の

排
ガ
ス
規
制
が
必
要
で
は
な
い
か
。

法
令
を
遵
守
し
た
安
全
且
つ
適
正
な

ご
み
の
焼
却
を
行
う
。
金
属
類
の
排
ガ

ス
規
制
を
求
め
て
い
く
考
え
は
な
い
。

資
源
モ
デ
ル
回
収
事
業
の
リ
サ
イ
ク

ル
費
用
と
事
業
者
責
任
の
展
望
を
伺
う
。

６
地
区
で
約
２
４
２
０
万
円
。
全
域

だ
と
年
間
約
５
億
円
。
容
器
包
装
リ
サ

イ
ク
ル
法
の
見
直
し
内
容
を
注
視
す
る
。

［
ご
み
収
集
を
戸
別
収
集
に
］

戸
別
収
集
は
、
ご
み
減
量
、
分
別
の

徹
底
、
ま
ち
の
美
観
に
効
果
的
だ
と
思

わ
れ
る
が
、
所
見
を
伺
う
。

費
用
対
効
果
の
視
点
に
立
ち
、
調
査

 

・
検
討
し
て
い
く
。

藤
原
　
幸
雄

日
本
共
産
党

大
田
区
議
団

［
防
災
対
策
は
自
治
体
の
役
割
］

防
災
対
策
の
第
一
は
自
助
と
い
う
方

針
を
改
め
、
区
が
区
民
の
生
命
、
身
体
、

財
産
を
守
る
公
助
と
い
う
自
治
体
本
来

の
責
任
を
果
た
す
べ
き
。

大
規
模
地
震
発
生
直
後
は
公
助
が
十

分
に
行
き
渡
ら
ず
自
助
、
共
助
が
重
要

に
な
る
こ
と
は
過
去
の
大
震
災
で
証
明

さ
れ
て
き
た
。
今
後
と
も
自
助
・
共
助

 

・
公
助
を
結
集
し
た
防
災
対
策
を
し
て

い
く
。

家
具
転
倒
防
止
器
具
の
取
り
付
け
助

成
は
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯
に
は

所
得
制
限
な
ど
の
条
件
を
付
け
ず
に
全

員
を
設
置
対
象
者
に
す
る
こ
と
を
求
め

る
。家

具
の
転
倒
防
止
策
は
自
助
に
当
た

る
取
り
組
み
で
あ
り
、
基
本
的
に
は
区

民
自
ら
が
家
具
の
転
倒
防
止
策
を
講
ず

る
こ
と
が
大
切
。
所
得
制
限
を
な
く
す

と
い
う
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

現
場
に
行
く
取
り
付
け
業
者
に
駐
車

料
金
分
も
助
成
す
べ
き
。

工
事
受
託
者
へ
は
家
具
転
倒
防
止
器

具
の
取
り
付
け
費
用
及
び
諸
経
費
を
含

め
た
設
置
費
を
支
払
っ
て
い
る
。
現
行

の
ま
ま
で
お
願
い
し
た
い
。

５
階
建
て
以
上
の
住
宅
や
高
齢
者
・

障
が
い
者
施
設
な
ど
で
地
震
管
制
運
転

装
置
を
設
置
し
て
い
な
い
棟
数
調
査
を
。

５
階
建
て
以
上
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以

上
の
共
同
住
宅
及
び
３
階
以
上
２
千
平

方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
高
齢
者
・
障
が
い

者
施
設
で
地
震
管
制
運
転
装
置
を
設
置

し
て
い
な
い
も
の
は
定
期
報
告
な
ど
で

確
認
し
て
い
る
。

［
大
田
区
産
業
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
を

生
か
し
、
商
工
業
を
守
る
こ
と
］

産
業
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
は
中
小
企

業
を
主
役
に
し
た
条
例
へ
と
見
直
し
を
。

提
案
主
旨
を
包
含
し
た
条
例
で
あ
る

と
認
識
し
て
お
り
改
正
の
必
要
は
な
い
。

消
費
税
増
税
に
よ
る
売
り
上
げ
減
少

の
痛
み
を
少
し
で
も
軽
減
す
る
た
め
、

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
区
内
共
通
商
品
券
を

区
が
発
行
す
べ
き
。

４
月
以
降
の
動
向
を
注
視
す
る
と
共

に
緊
急
経
済
対
策
が
必
要
と
判
断
さ
れ

る
状
況
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
あ
ら
ゆ

る
視
点
か
ら
効
果
的
な
施
策
を
考
え
る
。

［
京
浜
急
行
空
港
線
の
改
善
を
］

昼
の
時
間
帯
で
は
品
川
方
面
へ
の
京

急
蒲
田
駅
で
の
乗
り
換
え
な
し
直
行
運

転
を
強
く
求
め
よ
。

品
川
方
面
行
き
を
含
め
多
く
の
列
車

が
運
行
さ
れ
て
お
り
、
一
定
の
利
便
性

が
確
保
さ
れ
て
い
る
。

京
浜
急
行
電
鉄
株
式
会
社
に
区
長
を

先
頭
に
、
空
港
線
加
算
運
賃
廃
止
又
は

減
額
を
強
く
申
し
入
れ
る
べ
き
。

資
本
費
コ
ス
ト
の
回
収
完
了
前
で
も

鉄
道
事
業
者
の
経
営
判
断
に
よ
り
加
算

運
賃
を
減
額
又
は
廃
止
す
る
こ
と
が
認

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
回
収
額
・

回
収
率
な
ど
の
加
算
運
賃
に
係
る
状
況

に
つ
い
て
適
時
確
認
を
し
て
い
く
。

野
呂
　
恵
子

大
田
区
議
会

緑
の
党

区
施
設
の
指
定
管
理
に
つ
い
て
、
制

度
の
検
証
を
求
め
る
。

公
の
施
設
の
管
理
手
法
に
つ
い
て
、

施
設
に
よ
っ
て
は
、
指
定
管
理
者
制
度

が
最
適
で
あ
る
か
の
検
証
が
必
要
。

地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
設
置
を
含
む
若
者
の
就
労
支
援
を
。

若
者
の
就
労
支
援
の
在
り
方
に
つ
い

て
は
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
、
研
究
。

学
ぶ
意
欲
が
あ
り
な
が
ら
経
済
的
な

理
由
で
進
学
を
諦
め
る
生
徒
に
対
し
て
、

給
付
制
の
奨
学
金
の
実
施
を
。

現
行
の
貸
付
型
奨
学
金
制
度
が
適
当
。

生
活
困
窮
世
帯
の
子
ど
も
の
学
習
支

援
を
中
学
３
年
生
か
ら
小
学
６
年
生
ま

で
拡
大
し
、
更
に
他
地
域
で
も
開
催
を
。

対
象
拡
大
は
効
果
を
検
証
し
た
上
で

判
断
。
開
催
地
域
は
会
場
や
講
師
の
条

件
が
整
え
ば
他
地
域
へ
の
拡
大
も
可
能
。

沼
田
　
秀
弘

大
田
区
議
会

み
ん
な
の
党

［
景
観
に
つ
い
て
］

川
崎
市
側
と
の
調
和
に
留
意
し
、
川

崎
市
側
か
ら
の
眺
望
確
保
も
考
慮
し
な

が
ら
景
観
形
成
を
図
る
と
し
て
い
る
が
、

ど
の
よ
う
な
連
携
を
進
め
て
い
る
の
か
。

景
観
計
画
策
定
の
段
階
か
ら
川
崎

市
と
の
話
し
合
い
や
情
報
交
換
を
行
う

な
ど
、
関
係
作
り
に
努
め
て
き
た
。

区
内
に
は
各
所
に
旧
道
が
あ
り
、
旧

道
の
整
備
を
通
じ
て
歴
史
を
感
じ
る
景

観
形
成
を
目
指
す
と
し
て
い
る
。
道
と

い
う
連
続
し
て
形
成
さ
れ
る
場
所
に
お

い
て
、
歴
史
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
景

観
作
り
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
は
、

ど
の
よ
う
な
整
備
を
し
て
い
く
の
か
。

景
観
法
に
定
め
る
景
観
重
要
公
共
施

設
と
し
て
指
定
を
行
い
、
個
々
の
旧
街

道
が
有
し
て
い
る
景
観
特
性
を
生
か
し

た
整
備
を
進
め
て
い
く
。

区長施政方針演説 （要旨）

教育委員会委員長所信表明 （要旨）

【
国
際
都
市
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
】

　
２
月
７
日
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の

池
上
彰
さ
ん
に
よ
る
基
調
講
演
に
続

き
、
私
を
含
む
４
人
に
よ
る
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

外
国
人
受
け
入
れ
環
境
整
備
が
必
要

で
あ
る
と
い
っ
た
点
で
意
見
が
一
致

し
ま
し
た
。「
国
際
都
市
お
お
た
」

の
発
信
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
向
上
に
つ

な
が
る
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

【
羽
田
空
港
発
着
容
量
拡
大
】

　
３
月
30
日
か
ら
、
羽
田
空
港
の
国

際
線
発
着
枠
が
拡
大
さ
れ
ま
す
。
羽

田
空
港
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
、
大
田

区
の
活
性
化
と
日
本
の
国
際
競
争
力

強
化
に
つ
な
げ
ま
す
。

【
新
空
港
線
整
備
】

　
新
空
港
線
整
備
に
よ
り
羽
田
空
港

へ
の
ア
ク
セ
ス
や
地
域
間
移
動
の
利

便
性
が
高
ま
る
大
田
、
港
、
新
宿
、

品
川
、
目
黒
、
渋
谷
、
豊
島
の
７
区

長
連
名
で
２
月
７
日
、
早
期
着
手
に

向
け
た
都
の
主
導
的
な
取
り
組
み
を
、

都
知
事
に
要
望
し
ま
し
た
。
新
空
港

線
の
早
期
整
備
と
跡
地
、
蒲
田
の
ま

ち
づ
く
り
に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

【
未
来
プ
ラ
ン
10
年
（
後
期
）】

　
区
の
将
来
像
の
実
現
を
目
指
す
基

本
計
画
で
す
。
今
後
５
年
間
を
見
据

え
、
区
政
を
力
強
く
推
進
す
る
プ
ラ

ン
と
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

【
26
年
度
予
算
】

　
26
年
度
予
算
は
景
気
回
復
に
や
や

明
る
さ
が
見
え
る
中
で
の
編
成
と
な

り
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
「
地
域
力
で
総

合
防
災
力
を
強
化
、
元
気
で
安
心
な

国
際
都
市
を
め
ざ
し
ま
す
」
と
し
ま

し
た
。
総
合
防
災
力
の
強
化
、
待
機

児
童
対
策
の
充
実
、
公
共
施
設
の
維

持
・
更
新
、
未
来
に
向
け
た
ま
ち
づ

く
り
、
社
会
保
障
関
係
経
費
の
増
加

な
ど
の
多
様
化
す
る
区
政
課
題
に
対

応
す
る
強
い
決
意
で
編
成
し
ま
し
た
。

【
客
引
き
客
待
ち
防
止
条
例
】

　
「
大
田
区
公
共
の
場
所
に
お
け
る

客
引
き
客
待
ち
行
為
等
の
防
止
に
関

す
る
条
例
案
」
を
提
出
い
た
し
ま
す
。

本
条
例
の
制
定
に
よ
り
、
風
俗
営
業

店
な
ど
に
よ
る
客
引
き
や
客
待
ち
を

防
止
し
、
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
、
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
豊
か

な
地
域
社
会
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　
こ
の
５
年
間
、
区
の
教
育
施
策
の

指
針
で
も
あ
る
「
お
お
た
教
育
振
興

プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
教
育
行
政
に
取

り
組
ん
で
き
た
結
果
、
児
童
・
生
徒

の
基
礎
学
力
の
定
着
な
ど
、
確
か
な

成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
と
感

じ
て
お
り
ま
す
。

　
現
在
、
26
年
度
か
ら
の
新
た
な
５

か
年
計
画
を
策
定
す
べ
く
、
作
業
を

進
め
て
お
り
ま
す
。

　
新
プ
ラ
ン
で
は
、「
知
、
徳
、
体

の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
生
き
る
力
を

育
成
す
る
」、「
意
欲
あ
ふ
れ
る
学
び

の
場
や
学
び
の
機
会
を
つ
く
る
」、

「
未
来
の
可
能
性
を
伸
ば
し
て
い
け

る
よ
う
に
一
人
ひ
と
り
に
向
き
合
う
」、

「
地
域
力
を
育
み
、
地
域
と
連
携
・

協
働
す
る
」
の
４
つ
の
基
本
的
な
視

点
を
新
た
に
設
定
し
ま
す
。
ま
た
、

現
プ
ラ
ン
同
様
、
重
点
的
に
進
め
る

教
育
施
策
の
方
向
性
と
し
て
、

●「
学
力
向
上
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」

● 

「
豊
か
な
心
を
育
む
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
」

●「
体
力
向
上
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」

● 

「
教
育
環
境
向
上
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
」

● 

「
家
庭
・
地
域
の
教
育
力
向
上
ア

　
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」

● 

「
地
域
力
育
成
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
」

の
６
つ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
設

定
し
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
よ
り
、

区
教
育
委
員
会
教
育
目
標
の
実
現
に

向
け
、
各
種
施
策
を
着
実
に
遂
行
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
を
は
じ
め
多
く
の
区

民
の
意
欲
を
育
み
・
支
え
、
豊
か
な

人
間
性
を
育
む
こ
と
が
で
き
る
教
育

を
目
指
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
全
力
で

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

松原忠義区長

鈴木清子委員長
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平成 26年度
予算の概要

一般会計総額

2,420億 2,235万4千円

地域力で総合防災力を強化、
元気で安心な国際都市をめざします

　基本計画「おおた未来プラン10年」後期5年のスタート年として、また、2020年に控えた
東京オリンピック・パラリンピック競技大会開催に向けて、国際都市のさらなる推進と地域の
活性化を視野に入れ、以下の方針に基づき、編成しました。
❶　地域力で総合防災力を強化し、安全・安心なまちづくりを積極的に推進
❷　区民生活・区内経済に不可欠な事業を着実かつ的確に実施し、暮らしやすいまちを実現
❸　未来プラン前期の成果を踏まえ、「おおた未来プラン10年」後期5年の各事業を着実に推進

26年度当初予算の財政規模（会計別前年度比）

一般会計 介護保険特別会計

2,420億2,235万4千円（4.2％増）

後期高齢者医療特別会計

142億1,404万2千円（3.9％増）

国民健康保険事業特別会計

736億4,442万8千円（0.2％減） 464億3,161万円（4.3％増）

2,420億2,235万4千円一般会計歳入 2,420億2,235万4千円一般会計歳出

特別区税（28.0%）
677億7,391万8千円

地方譲与税（0.7%）
17億1,000万1千円

利子割交付金（0.4%）
9億9,500万円

配当割交付金（0.2%）
6億円

株式等譲渡所得割交付金（0.1%）
1億2,500万円

地方消費税交付金（4.2%）
100億7,900万円

自動車取得税交付金（0.1%）
3億3,000万1千円

地方特例交付金（0.2%）
4億3,300万円

特別区交付金（26.5%）
641億円

国庫支出金（18.3%）
443億4,103万5千円
国庫支出金（18.3%）
443億4,103万5千円

都支出金（5.3%）
128億4,034万円

繰入金（4.9%）
119億2,414万7千円

寄附金（0.1%）
2億7,782万3千円

財産収入（0.2%）
3億8,136万3千円

諸収入（3.1%）74億4,980万7千円

繰越金（0.8%）20億円

特別区債（2.5%）60億円

使用料及び手数料（2.9%）
70億1,409万円

分担金及び負担金（1.5%）
35億6,282万9千円

交通安全対策特別交付金（0.0%）
8,500万円

議会費（0.4%）
10億6,663万5千円

総務費（12.5%）
303億637万7千円

福祉費（52.2%）
1,262億6,018万3千円

衛生費（3.2%）
77億9,998万2千円

産業経済費（1.4%）
34億1,000万8千円

土木費（6.0%）
144億5,699万6千円

都市整備費（6.9%）
167億3,933万8千円
都市整備費（6.9%）
167億3,933万8千円

環境清掃費（3.9%）
94億6,779万6千円

公債費（3.0%）
72億9,698万6千円

教育費（9.8%）
238億3,256万9千円

諸支出金（0.4%）10億8,548万4千円 予備費（0.1%）3億円

※表及びグラフの計算は、原則として表示単位未満を四捨五入しています。

高齢者や障がい者の福祉、保育園・児童館の運営など（福祉費）	 5,217円
防災対策や区役所・出張所の運営など（総務費）	 1,252円
小・中学校、教育関係の経費など（教育費）	 985円
まちづくり事業など（都市整備費）	 692円
道路、公園の整備など（土木費）	 597円
清掃事業など（環境清掃費）	 391円

保健所の運営など（衛生費）	 322円
区債の償還など（公債費）	 302円
産業振興など（産業経済費）	 141円
諸支出金	 45円
区議会の運営（議会費）	 44円
予備費	 12円

高齢者や障がい者の福祉、
保育園・児童館の運営など

にたとえると、そのつかいみちは…大田区の予算を

例

区長提出議案
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●総合防災力強化事業………………………………………………………… ……2億7,264万円
●児童館・福祉避難所等における備蓄物品等の整備… …………………… …　………………4,031万円
●橋りょうの耐震性の向上…………………………………………………… 13億5,747万円
●（仮称）大田区客引き・客待ち防止条例制定による環境浄化の取り組み
…… ……………………………………………………………………………… …　………………2,324万円
●耐震診断・改修助成（住宅、マンション等）……………………………… 11億5,739万円
●水門・河川監視カメラの設置……………………………………………… …　………………1,893万円

ほか

●鳳凰閣（旧清明文庫）−（仮称）勝海舟記念館の整備等………………… …　………………1,404万円
●洗足池公園の整備…………………………………………………………… …　………………6,152万円
●「花子とアン」（村岡花子）放映に伴う大田区の文化・観光魅力の発信と賑わいの創出
　……………………………………………………………………………… …　………………………686万円
●特別展「あの頃、馬込は笑いに充ちていた−馬込文士村」（仮題）の開催
　……………………………………………………………………………… …　………………………462万円
●民間連携による観光サポーター育成事業… ……………………………… …　………………………270万円

ほか

平成26年度予算の主な事業予算特別委員会での議論からみる

安全・安心 観光・文化地域力を結集して
まちの総合防災力を高めます

大田区ならではの魅力で
にぎわいのまちを創造します

●特区を活用した成長戦略拠点「空港跡地」の整備… …………………… …　………………8,248万円
●新空港線の整備促進事業…………………………………………………… ……5億1,695万円
●京急関連駅周辺のまちづくり… …………………………………………… 67億8,493万円
●羽田地区公共施設（特別出張所、保育園、文化センター等）の最適配置・整備
…… ……………………………………………………………………………… …　………………6,139万円
●蒲田駅周辺地区の整備……………………………………………………… …　………………6,480万円
●大森駅周辺地区の整備……………………………………………………… …　………………3,394万円

ほか

●区内製造業と商店街の実態調査…………………………………………… …　………………8,968万円
●区内企業の海外取引拡大支援……………………………………………… …　………………3,621万円
●チャレンジ企業応援資金の創設…………………………………………… …　………………1,056万円
●商店街活性化のための新事業（若手商人支援事業、買い物弱者支援事業等）
　……………………………………………………………………………… …　………………1,335万円
●医工連携支援事業−コンサルティング業務委託…………………………… …　………………………486万円
●有用金属の資源化の取り組み……………………………………………… …　………………1,239万円

ほか

魅力ある
まちづくり 産業・環境快適で安らぎにあふれる

暮らしやすいまちをめざします
元気な産業と環境への優しさで
世界にはばたくまちをめざします

●…待機児童対策の拡充（区立保育園改築、民間保育所への開設支援等による保育サービス
定員増）… ………………………………………………………………… …………26億7,103万円
●国際理解教育の推進（全区立学校に「英語カフェ」設置等）…………… …　………………6,883万円
●大田区立伊豆高原学園の改築……………………………………………… 24億7,869万円
●（仮称）フレンドリー嶺町の新規開設………………………………………… …　………………………377万円
●計画的な小中学校校舎改築………………………………………………… 14億…………956万円

ほか

●（仮称）障がい者総合サポートセンターの開設…………………………… 10億2,899万円
●特別養護老人ホームの整備支援…………………………………………… ………1億8,255万円
●介護予防事業の充実………………………………………………………… …　………………………377万円
●熱中症予防事業……………………………………………………………… …　………………………274万円
●就労意欲喚起事業（生活保護受給者自立支援）…………………………… …　………………5,082万円
●スポーツ健康都市宣言記念事業（仮称）「おおたスポーツ健康フェスタ」の開催
　……………………………………………………………………………… …　………………………454万円

ほか

子育て・教育 健康・福祉・
医療

子どもたちの健やかな成長を支える
まちづくりを進めます

地域力を活かして誰もが元気で輝く
まちをめざします

本庁舎などに導入されているデジタルサ
イネージを活用して、観光情報などを放映
しては。

観光情報コーナーの案内や観光パンフ
レットの発行をお知らせするほか、区内の
名所や観光スポットなどを季節の変わり
目に放映していきたい。

Q

A

新たに創設するチャレンジ企業応援資金
の目的と期待する効果を伺う。

経営改善意欲を持つ事業者に、設備資金や
運転資金を金利負担なしで全額利子補給
し、区内産業の更なる活性化が目的。区内
中小企業の景気回復を加速させる効果を
期待している。

Q

A

総合防災力強化事業のうち、「わがまち防
災ネットシステムの導入」とあるが、概要
を伺う。

地図情報システムを活用して、街頭消火器
などの防災資源情報を地図上に表示して
防災上活用するもの。インターネットを通
じて広く公開する予定。

Q

A

蒲田駅西口広場の整備は、検討部会などの
合議体をどのように活用しながら、地元の
意見をまとめていくのか。

専門家の指導の下、地元の方々を構成員と
する検討部会でデザインコンセプトなど
を議論して、基本設計などに反映させてい
きたい。

Q

A

認可保育園を保育サービス基盤の拡充の
基本としては。

多様な保育ニーズに応えるため、認可保育
園の増設に加え、認証保育所、グループ保
育室、小規模保育所など多様な保育サービ
ス基盤整備を着実に進めていきたい。

Q

A

心のバリアフリーハンドブック作成に至っ
た経緯と、今後いかに広めていくのか伺う。

小中学校の総合的な学習の時間を活用し
て障がい者理解を進めていることに注目
し作成することになった。小中学校で副教
材として活用してもらうほか、区民への配
布も検討している。

Q

A
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予算が決まるまで　予算審査の進め方

予算特別委員会で審査に費やした時間（質疑のみ）

議案（予算案）提出
　区の当初予算案が確定す
ると、毎年2月に開催する第
1回定例会で、区長から議案
として提出されます。当初
予算案の概要は、毎年公開
されています。
http://www.city.ota.tokyo.
jp/kuseijoho/suuji/yosan_
kessan/yosan/index.html

1
議決

決算に向けて

　予算は本会議で議決しま
す。予算案に賛成か反対か
の意思を表示しますが、賛
否のどちらかに議会の意思
を決めることを「議決」と
いいます。審議の結果可決
すると、区の当初予算の成
立となります。

　予算の会計年度は3月31
日で終了しますが、以降5月
までに前年度分の出納を整
理する期間が定められてい
ます。予算に基づく収入と
支出の結果を集計したもの
を「決算」と呼びます。議
会は、第3回定例会で決算の
認定に関する議決を行いま
す。

5

0 100 200 300 400 500 600 700 800 900 1000 1100 1200 1300 1400 1500 1600

総務費　421分総括　223分 福祉費　169分 都市整備費
147分 教育費　182分

合計
1,521分土木費

127分

産業経済費　61分 環境清掃費　9分衛生費　50分

一般会計（款別）

（分）

しめくくり
総括
79分

国民健康保険事業特別会計　20分

介護保険特別会計　33分

議案付託
　議会に提出された議案の多くは委員会に
送られ、委員会の中で専門的に審査します。こ
れを「委員会に付託する」といいます。提出
された予算案は、予算特別委員会に付託され
ます。

2
予算成立・執行

　予算が成立すると、4月からの執行が可能
となります。これが、今年度における「当初
予算」です。年度の途中で当初予算の変更が
必要になった場合は「補正予算」が組まれ、
当初予算とほぼ同様の手順で決まります。

6
審査結果の報告

　委員会で審査した付託議案は、その審査結
果を委員長が本会議で報告します。

4

予算特別委員会
　予算特別委員会は、当初
予算が提出される第1回定
例会時に、予算審査のため
に特別に設置される委員会
です。予算案をより詳しく
審査し、付託議案について
の議論を交わし、委員会と
しての考えを表明するため
の採決を行います。

3

本会議（第1回定例会）
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予算に対する各会派の意見平 成 26 年 度

　平成26年度大田区一般会計予算及び国民健
康保険事業・後期高齢者医療・介護保険の各特別
会計予算について、2月27日の本会議で予算特
別委員会（議長を除く46名で構成）を設置し、3
月11日から24日まで、実質8日間にわたり、集
中的に審査しました。これらの予算に対する各会
派の意見は次のとおりです。
　なお、一般会計及び各特別会計予算は賛成者
多数で可決されました。 大橋武司　副委員長 黒沼良光　副委員長鈴木隆之　委員長予算特別委員会審査の様子

未来を見据えた区政運営と直面する課題への対応を

地域力を生かし、防災力の強化で安心な大田に

増税・社会保障の負担増から区民を守る区政へ転換を

安心・安全のまちづくりを礎とした大田区の発展を要望

【賛成】
●�一般会計
●�国民健康保険事業
　特別会計
●�後期高齢者医療
　特別会計
●�介護保険特別会計

【賛成】
●�一般会計
●�国民健康保険事業
　特別会計
●�後期高齢者医療
　特別会計
●�介護保険特別会計

【反対】
●�一般会計
●�国民健康保険事業
　特別会計
●�後期高齢者医療
　特別会計
●�介護保険特別会計

【賛成】
●�一般会計
●�国民健康保険事業
　特別会計
●�後期高齢者医療
　特別会計
●�介護保険特別会計

　26年度予算は、国際都市の推進と地域の活性化
を視野に入れながら、区民の安全・安心の確保と
未来に向けた区政の着実な前進及び財政の健全性
堅持という視点を基本に編成され、高く評価しま
す。一般会計予算は過去最高額となり、区政の直
面する課題解決を積極的に推進していこうとする、
区長の意欲が強く感じられるものです。未来を見

据えた投資的経費の更なる増額、羽田空港跡地の
国家戦略特区指定と新空港線認可の断固実現に向
けた総力を挙げた取り組み、老朽化した公共施設
の計画的建て替えの推進を要望します。今定例会
において自由民主党大田区民連合が行った提案や
要望は区民の幸せを願ったものであり、今後の区
政運営に反映されることを要望し賛成とします。

　25年度より98億円余、4.2％増の26年度一般会計
予算は思い切った積極的予算であり、賛成をいた
しました。
　増額となった主な事業は区民の皆様から要望の
強かった防災と教育公共施設の改築です。未来へ
の投資は大変大事ですので評価をいたします。
　公明党からは「大衆と共に」の想いで、道路整

備、空き家の有効活用、男女共同参画推進の女性
登用、自転車の安全利用の条例化、リスク回避の
ための未就学児からの防災教育、区開催行事の手
話通訳・要約筆記の配置、動画による防災活動事
例の紹介、そして六郷地域力推進センターにおけ
る地域マネージメント機能の推進などを要望・提
案いたしました。

　26年度予算には、住宅リフォーム助成の拡充、
特別養護老人ホームの増設、区内製造業・商店街
産業調査の実施など区民の願いが実現します。し
かし、この間の事務事業の見直しによる区民に親
しまれた１００以上の事業に続いて「寿祝金」な
どの廃止・削減で、暮らし・福祉予算は切り詰め
られ、一方で京急蒲田など駅前再開発、新空港線、

空港跡地開発などの大型開発へ多額の税金を投入
し、区立特別養護老人ホーム・保育園・学校給食
調理の民営化を進め、不安定で低賃金の非正規労
働者を増やしています。党区議団は予算を転換し
深刻な待機児解消へ、区負担4.8億円でできる15箇
所の認可保育園増設の予算編成替えを提案し、３
つの特別会計と共に反対しました。

　大田区議会民主党は、26年度大田区一般会計予
算他各特別会計に賛成しました。東日本大震災か
ら３年が経過した現在でも、緊張感を持って総合
防災力強化事業に取り組む姿勢を高く評価する一
方で、より身近に防災活動に参画できる防災対策
ＤＶＤの作成や映像データのクラウド化などの取
り組み、様々な施設間格差をなくす本質的な待機

児童ゼロへの取り組み、総合型地域スポーツクラ
ブなどと連携した中学生の部活動への外部指導員
登用、子供たちのネット依存対策、子供の貧困連
鎖撲滅と外国籍の子供への教育支援、予防医療と
がん検診の充実、がん患者への生活支援、図書館
へのＷｉ－Ｆｉ設備設置など、チルドレン・ファ
ーストで様々な提案をいたしました。

自由民主党大田区民連合

大田区議会公明党

日本共産党大田区議団

大田区議会民主党
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田
区
職
員
定
数
条
例

　

	

区
長
の
事
務
部
局
の
職
員
を
４
人
増
員

し
、
教
育
委
員
会
の
事
務
部
局
の
職
員

を
33
人
減
員
し
、
教
育
委
員
会
の
所
管

に
属
す
る
学
校
の
事
務
部
局
の
職
員
を

48
人
減
員
す
る
。

◆
大
田
区
国
民
健
康
保
険
条
例

　

	

一
般
被
保
険
者
に
係
る
基
礎
賦
課
額
等

の
保
険
料
率
を
改
定
す
る
ほ
か
、
国
民

健
康
保
険
法
施
行
令
の
改
正
に
伴
う
規

定
の
整
備
を
す
る
。

条
例
の
廃
止

◆�

大
田
区
中
小
企
業
融
資
あ
つ
せ
ん
審
査

会
条
例

　

	

大
田
区
中
小
企
業
融
資
あ
つ
せ
ん
審
査

会
を
廃
止
す
る
。

◆�

大
田
区
中
小
企
業
勤
労
者
生
活
資
金
融

資
基
金
条
例

　

	

大
田
区
中
小
企
業
勤
労
者
生
活
資
金
融

資
基
金
を
廃
止
す
る
。

土
地
及
び
区
分
所
有
建
物
の
取
得

◎
佐
伯
山
緑
地
用
地

　

	

所
在
：
中
央
五
丁
目
３
８
９
番
１
ほ
か

14
筆
の
う
ち
３
９
１
番
10
、

　

	

地
積
：
１
０
、
０
３
８
・
47
㎡
の
う
ち

６
１
２
・
77
㎡
、

　

	

取
得
金
額：１
億
８
、
２
５
７
万
６
、
３

８
１
円

◆�

区
営
自
転
車
駐
車
場
、
防
災
備
蓄
倉
庫
、

子
育
て
支
援
施
設
及
び
高
齢
者
支
援
施

設

　

	

所
在
：
西
糀
谷
四
丁
目
１
４
６
０
番
地
、

　

	

取
得
金
額：15
億
２
、
５
３
８
万
８
、
２

０
０
円

財
産
の
無
償
譲
渡

◆�

財
産
の
無
償
譲
渡

　

	

譲
渡
の
相
手
方
：
社
会
福
祉
法
人
池
上

長
寿
園

　
譲
渡
の
時
期
：
平
成
27
年
４
月
１
日

　
⑴
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
羽
田

　
　

	

所
在
：
本
羽
田
三
丁
目
６
２
３
番
地

１

　
⑵
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
池
上

　
　

	

所
在
：
仲
池
上
二
丁
目
６
７
８
番
地

１

　
⑶
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
大
森

　
　

	

所
在
：
大
森
西
一
丁
目
２
０
３
番
地

１
契
約
の
締
結

◎�

大
田
区
立
嶺
町
小
学
校
校
舎
改
築
工
事

（
Ⅱ
期
）
請
負
契
約

　
契
約
金
額
：
５
億
９
、
４
０
０
万
円
、

　

	

契
約
の
相
手
方
：
河
津
・
新
保
建
設
工

事
共
同
企
業
体

協
議

◆�

東
京
都
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
規

約
の
一
部
を
変
更
す
る
規
約

　

	

東
京
都
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の

経
費
の
支
弁
の
方
法
を
変
更
す
る
。

特
別
区
道
路
線
の
認
定

◎
特
別
区
道
路
線
の
認
定

・
蒲
田
本
町
二
丁
目
１
番
９
か
ら
仲
六

郷
一
丁
目
16
番
82
の
地
先
ま
で

報
告

●
民
事
訴
訟
の
提
起
に
係
る
専
決
処
分

・
奨
学
金
返
還
滞
納
者
に
対
す
る
貸
金

返
還
請
求
に
関
す
る
民
事
訴
訟
の
提

起

　
　
処
分
日
：
平
成
25
年
11
月
21
日
、

　
　

	

訴
訟
の
目
的
の
価
額
：
９
万
８
、
０

０
０
円

・
奨
学
金
返
還
滞
納
者
に
対
す
る
貸
金

返
還
請
求
に
関
す
る
民
事
訴
訟
の
提

起

　
　
処
分
日
：
平
成
25
年
11
月
21
日
、

　
　
訴
訟
の
目
的
の
価
額
：
28
万
円

●
工
事
請
負
契
約
に
係
る
専
決
処
分

・
補
助
３
２
８
号
整
備
そ
の
４
工
事

（
弾
正
橋
架
替
工
事
）
請
負
契
約

　
　
処
分
日
：
平
成
25
年
12
月
９
日
、

　
　

	

契
約
金
額
を
７
億
３
５
０
万
円
か
ら

６
億
６
、
９
５
３
万
１
、
４
５
０
円

に
、
工
期
を
平
成
26
年
１
月
31
日
か

ら
平
成
26
年
３
月
31
日
に
変
更
す
る
。

・
仮
称
大
田
区
仲
六
郷
二
丁
目
複
合
施

設
新
築
工
事
請
負
契
約

　
　
処
分
日
：
平
成
25
年
12
月
16
日
、

　
　

	

契
約
金
額
を
９
億
９
、
０
８
９
万
５
、

５
０
０
円
か
ら
９
億
９
、
２
３
２
万

３
、
５
０
０
円
に
変
更
す
る
。

・
大
田
区
立
蓮
沼
中
学
校
外
壁
改
修
そ

の
他
工
事
請
負
契
約

　
　
処
分
日
：
平
成
26
年
１
月
６
日
、

　
　

	

契
約
金
額
を
１
億
６
、
５
９
０
万
円

か
ら
１
億
７
、
１
７
８
万
円
に
変
更

す
る
。

・
仮
称
大
田
区
仲
六
郷
二
丁
目
複
合
施

設
新
築
電
気
設
備
工
事
請
負
契
約

　
　
処
分
日
：
平
成
25
年
12
月
５
日
、

　
　

	

契
約
金
額
を
１
億
７
、
６
９
７
万
７
、

５
０
０
円
か
ら
１
億
７
、
６
９
９
万

８
、
５
０
０
円
に
変
更
す
る
。

・
大
田
区
立
嶺
町
小
学
校
校
舎
取
り
こ

わ
し
工
事
請
負
契
約

　
　
処
分
日
：
平
成
26
年
１
月
16
日
、

　
　

	

契
約
金
額
を
１
億
５
、
２
２
５
万
円

か
ら
１
億
５
、
４
８
２
万
２
、
５
０

０
円
に
変
更
す
る
。

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

◎
小
泉　

顕
宏
（
再
任
）

◎
額
田　

光
雄
（
再
任
）

◎
石
垣　

晴
子
（
再
任
）

委
員
会
提
出
議
案

条
例
の
一
部
改
正

◎
大
田
区
議
会
委
員
会
条
例

　

	

大
田
区
組
織
条
例
の
改
正
に
伴
い
、
規

定
を
整
理
す
る
。

意
見
書

◆�

新
空
港
線
早
期
整
備
着
手
に
関
す
る
意

見
書

◎�

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
患
者
に
対
す
る
迅
速

な
救
済
及
び
特
段
の
措
置
を
求
め
る
意

見
書�

（
12
面
に
全
文
を
掲
載
）

そ
の
他

議
員
の
派
遣

◆�

友
好
交
流
５
周
年
記
念
親
善
訪
問

　

	

派
遣
期
間
：
平
成
26
年
４
月
23
日
か
ら

４
月
25
日
ま
で

　

	

派
遣
場
所
：
中
華
人
民
共
和
国
遼
寧
省

大
連
市

　

	

派
遣
議
員
：
高
瀬
三
徳
、
安
藤
充
、

　
岸
田
哲
治
、
松
原
茂
登
樹
、
伊
藤
和
弘
、

　
鈴
木
隆
之
、
海
老
澤
圭
介
、
飯
田
茂
、

　
松
本
洋
之
、
丸
山
か
よ
、
山
崎
勝
広
、

　
津
田
智
紀

第
1
回

定
例
会
で

決
ま
っ
た
議
案
な
ど

　第1回定例会に提出された平成25年度一般会計補
正予算（第6次）は、状況の変化に速やかに対応する
ための予算として、1,821万円を減額するものです。
今回の一般会計補正予算で計上された主な事業は、
以下のとおりです（▲は減額）。

総務費
・公共施設整備資金積立基金積立金………… 40億円
　�新規積立

福祉費
・臨時福祉給付金………………………… 490万8千円
　�低所得者への臨時的給付に係る事務費
・子育て世帯臨時特例給付金………………25万2千円
　子育て世帯への臨時的給付に係る事務費
・地域密着型サービス施設への施設整備費補助
　…………………………………… ▲1億6,940万円
　�工事進捗率の変更などによる減額
・後期高齢者医療特別会計への繰出金
　……………………………… ▲4億4,218万6千円
・国民健康保険事業特別会計への繰出金
　……………………………… ▲8億6,456万4千円
・生活保護費……………………▲13億1,710万3千円

土木費
・自転車等駐車場の整備・維持管理等
　……………………………………… 5,320万4千円
　御嶽山駅前第一自転車駐車場の用地購入
・公共下水道枝線建設……………… ▲3億1,000万円
　施工範囲見直しなどによる減額

教育費
・屋内運動場の改修…………… ▲1億3,192万6千円
　�石川台中学校屋内運動場全面改修その他工事費
などの減額

平成25年度一般会計補正予算
（第６次）を可決

一般会計補正予算（第６次）の主な事業
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今
定
例
会
で
新
規
に
提
出
さ
れ
た
も
の

及
び
継
続
審
査
し
て
い
た
も
の
で
今
回
採

決
し
た
も
の
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

か
っ
こ
内
が
審
査
結
果
で
す
。

保
健
福
祉
委
員
会

●�

理
容
所
、
美
容
所
の
衛
生
水
準
向
上
の

た
め
の
条
例
策
定
に
つ
い
て
の
陳
情

（
採
択
）

●�

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
患
者
に
対
す
る
医
療

費
助
成
の
拡
充
に
関
す
る
陳
情（
継
続
）

●�

要
支
援
者
を
介
護
予
防
給
付
か
ら
外
す

こ
と
に
反
対
す
る
陳
情
（
継
続
）

都
市
・
環
境
委
員
会

●�

「
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
を
改
正
す

る
た
め
の
意
見
書
」
の
採
択
を
求
め
る

陳
情
（
継
続
）

●�

容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
改
正
に
向

け
た
意
見
書
の
採
択
を
求
め
る
陳
情

　
（
継
続
）

●�

町
中
等
で
鳩
等
に
餌
を
散
布
す
る
こ
と

を
禁
止
し
、
餌
や
り
行
為
者
へ
の
指
導

を
求
め
る
陳
情
（
継
続
）

●�

「
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
を
改
正
す

る
た
め
の
意
見
書
」
の
採
択
を
求
め
る

陳
情
（
継
続
）

こ
ど
も
文
教
委
員
会

●�

す
べ
て
の
子
ど
も
に
現
行
の
保
育
所
最

低
基
準
以
上
の
保
育
が
保
障
さ
れ
る
よ

う
求
め
る
陳
情
（
不
採
択
）

●�

大
田
区
内
の
待
機
児
童
を
解
消
す
る
為

に
認
可
保
育
園
を
増
設
し
て
い
た
だ
き

た
い
陳
情
（
不
採
択
）

羽
田
空
港
対
策
特
別
委
員
会

●�
安
眠
を
さ
ま
た
げ
る
深
夜
、
早
朝
の
航

空
機
騒
音
に
関
す
る
陳
情
（
継
続
）

第
1
回

定
例
会
の

請
願
・
陳
情
の
結
果

会　派　名
（所属議員数）

　　　件　　　名

自
由
民
主
党

大
田
区
民
連
合

大
田
区
議
会

公
明
党

日
本
共
産
党

大
田
区
議
団

大
田
区
議
会

民
主
党

無
所
属
の
会

大
田
区
議
会

緑
の
党

大
田
区
議
会

み
ん
な
の
党

大
田
・
生
活
者

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

改
革
民
主
党

結
　
　
　
果

⒃ ⑿ ⑼ ⑸ ⑴ ⑴ ⑴ ⑴ ⑴

平成26年度予算

一般会計 ○ ○ × ○ ○ × ○ × ○ 可決
国民健康保険事業特別会計 ○ ○ × ○ ○ × ○ × × 可決
後期高齢者医療特別会計 ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ 可決
介護保険特別会計 ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ 可決

平成25年度補正予算

一般会計（第6次） ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ 可決
国民健康保険事業特別会計（第２次） ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ 可決
後期高齢者医療特別会計（第２次） ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
介護保険特別会計（第３次） ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

条例の制定 大田区公共の場所における客引き客待ち行為等の防止に関する条例 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ 可決

条例の一部改正

大田区組織条例 ○ ○ × ○ ○ × ○ × ○ 可決
大田区外部監査契約に基づく監査に関する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 可決
大田区手数料条例 ○ ○ × ○ ○ × ○ × ○ 可決
大田区中小企業融資基金条例 ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ 可決
大田区立特別養護老人ホーム条例 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
大田区立高齢者在宅サービスセンター条例 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
大田区立保育園条例 ○ ○ × ○ ○ × ○ × ○ 可決
大田区立学校校外施設設置条例 ○ ○ × ○ ○ × ○ × ○ 可決
大田区職員定数条例 ○ ○ × ○ ○ × ○ × ○ 可決
大田区国民健康保険条例 ○ ○ × ○ ○ × ○ × × 可決

条例の廃止 大田区中小企業融資あつせん審査会条例 ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ 可決
大田区中小企業勤労者生活資金融資基金条例 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

区分所有建物の取得 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
財産の無償譲渡 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
東京都後期高齢者医療広域連合規約の一部を変更する規約に関する協議 ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ 同意

議員提出議案 大田区ぬくもりある手当の支給に関する条例 × × ○ × × 棄権 × 棄権 × 否決
大田区認証保育所保育料の助成に関する条例 × × ○ × × × × ○ × 否決

委員会提出議案 新空港線早期整備着手に関する意見書 ○ ○ ×8
棄権1 ○ ○ ○ ○ × × 可決

議員の派遣 友好交流５周年記念親善訪問 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ 可決

意見が異なった議案などに対する各会派の態度 ○：賛成　×：反対　棄権：採決に加わらなかった

請願・陳情はどなたでも出せます
請願には、議員１名以上の紹介が必要です。議員の紹介がない場合は、陳情として取り扱います。
請願・陳情の趣旨は、簡潔、明瞭に書き、内容が数種類に及ぶ場合には、それぞれ別の請願・陳
情に分けてください。
請願・陳情の件名は、原則として40字以内にしてください。
請願・陳情者の押印が必要です。住所、氏名は原則として公開となります。
署名簿がある場合は、請願・陳情の趣旨に賛同していることがわかる様式としてください。
大田区議会では、原則として請願と陳情の審査は同じ扱いです。
受付は、土・日曜、休日を除く平日の午前8時30分から午後5
時まで、区役所本庁舎10階の議会事務局で行っています。

１

2

3

4

6

5

7

●陳情書を提出される方へ
次に該当する陳情は審査されない場合があります。
①�著しく個人、団体などをひぼう、中傷し、名誉毀損、信用失墜
のおそれがあるもの
②�脅迫、恐喝など、公序良俗に反する用語の使用があるもの
③郵送されたもの
④住所、連絡先が不十分で連絡のとれないもの
⑤�同一期内でおおむね一年を経過していない同趣旨のもの
⑥�マンション紛争など、私人間で解決すべき内容を含むもの
⑦既に願意が達成されていると思われるもの
⑧その他議長が審査になじまないと判断したもの
詳しくは議会事務局にお問い合わせください。☎5744-1473

年　　月　　日
（宛先）大田区議会議長

　　　 請願者（陳情者）
　　　 住所
　　　 氏名　　　  ◇◇◇◇○印
　　　 電話番号
　　　 紹介議員（陳情には不要）
　　　 　　　　　  □□□□○印

○○○○に関する請願（陳情）
　　　　

請願（陳情）の趣旨
　１
　２

理由

40字以内

大連市の児童が大田区議会に来訪しました
　1月20日、中華人民共和国遼寧省大連市の児童など94名が大田区議会を訪れました。8歳
から12歳までの児童たちは、日本の同年代の子どもたちとの交流や文化体験、また環境・
経済について学ぶことを通して国際的視野を広げるために来日し、大連市と友好協力関係
にある大田区を訪れ、区議会の高瀬三徳議長を表敬訪問しました。
　併せて一行は、大田区議会議員を交え、議場の見学や日本の地方自治制度・区議会につ
いて学習しました。

大連諾雅日本遊学冬令営訪問団と
大田区議会議員
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開 催 日	 平成25年12月12日（木）
講演内容	 成長戦略と“小さな企業”成長本部について
講　　師	 石井　芳明

（経済産業省　経済産業政策局　新規産業室　新規事業調整官）

　国内有数の中小企業集
積地である大田区にとっ
て、大変優れた技術を持つ
中小企業をいかに振興し
ていくかは、区政における
重要なテーマです。
　一方、国政に目を転じる
と、25年は「アベノミクス」
という言葉と共に、日本経
済再生に向けた取り組み
が多くの国民から注目を浴びました。
　こうした点を加味し、アベノミクス第３の矢と表現される「成長戦略」と、中小
企業に焦点を当て、第１回が大田区で開催された「“小さな企業”成長本部」の内
容を中心に、今後区として中小企業支援にいかに取り組むべきかを研修しました。
　講師からは、国政レベルでの中小企業支援の動向や、地方自治体としてどの
ような取り組みが効果的かなどが講話され、実り多い研修会となりました。

　大田区議会では、区政に関係する諸課題に関する議論を深めるため、各専門分野の専門家を招き、全議員を対象とした議員研修会を開催しています。
　平成25年度は、以下のとおり２回開催しました。

議員研修会を開催

開 催 日	 平成26年３月５日（水）
講演内容	 東京オリンピックと地域におけるスポーツの展望について
講　　師	 桑田　健秀

（NPO法人　地域総合スポーツ倶楽部ピボットフット　理事長）

　2020年東京オリンピック・パラリ
ンピックの開催決定を契機として、
今後、大田区がどのような取り組み
を進めていくかという点は、区政に
おける重要なテーマとなりました。
　大田区議会では、25年第４回定例
会において、オリンピック・パラリ
ンピックに向け大田区の総力を結
集すべく決議をしました。今後、ス
ポーツ健康都市を宣言した大田区
において、スポーツに対する機運の高まりをいかに発展させ、政策へと具体化させてい
くかが重要です。こうした現状を踏まえ、今後の地域スポーツ発展に向けた議論を深め
るため研修会を開催しました。
　講師からは、地域スポーツの現状と課題、地方議会にどのような取り組みが求められ
るかなどが講話され、本研修会を参考として、大田区議会スポーツ推進議員連盟が設立
されました。

　2020年東京オリンピック・パラリンピックの開催が決定し、本年３月末には、東京国際空港
の発着容量が44万７千回に増加する。
　それにより、東京は、アジアを中心とした世界各国の人々との往来が急増し、賑わいやつなが
りがさらに強化されると見込まれる。
　また、東京が利便性に富んだ世界に冠たる国際都市としての地位を保つためには、空港アク
セスを含めた広域的な公共輸送網の強化が喫緊の課題となっている。
　そこで、平成12年１月の運輸政策審議会答申第18号において「平成27年までに整備着手する
ことが適当である路線（京浜急行電鉄空港線と東京急行電鉄多摩川線を短絡する路線）」として
位置づけられた新空港線（蒲蒲線）は、東京国際空港と首都圏西南部方面を結ぶ路線として、利
便性等の波及効果が大きい整備事業として明らかであり、一刻も早い着手が必要である。
　JR・東急蒲田駅と京急蒲田駅間のわずか約800ｍを新空港線で結ぶことで、東急東横線や東
京メトロ副都心線などとの相互直通運転が可能となり、渋谷・新宿・六本木地域などのアジア
ヘッドクォーター特区エリアや京浜臨海部・品川・大田のものづくり地域との連携を補強する交
通ネットワークが強化される。ひいては、自由が丘、新宿三丁目、池袋、大井町などの関係沿線
地域から東京国際空港までの移動時間も短縮される。
　また、東日本大震災の経験から、災害時・非常時における複数のルート確保の必要性が高まっ
ており、新たな西南部のルート確保は、空港と都心を結ぶルートの東部への偏在を解消するだけ
でなく、都市機能の維持・発展のためのインフラの多重化機能も併せ持つことになる。
　このように新空港線は、日本経済を牽引する東京の都市インフラを活性化する整備事業であ
り、オリンピック・パラリンピックのみならず、東京を世界一の都市とするため重要な役割を担
う路線である。
　平成27年度までに新空港線の整備着手を行うためには、今が最後の決断の時と考える。
　東京都においては、この主旨をお汲み取りいただき、新空港線の早期着手に向けた決断をし、
国土交通省や鉄道事業者等への働きかけを早急に行うことを、ここに強く要望する。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

平成26年3月7日
東京都知事　宛

大田区議会議長

　大田区議会においては、平成25年３月27日にＢ型・Ｃ型肝炎感染者及び
患者を広く救済することを求め、「Ｂ型・Ｃ型肝炎ウイルスによる感染者及
び患者の救済に関する意見書」を議決し、提出したところである。その中
で、肝炎対策基本法に基づき、肝炎対策の総合的な推進を図るため、更に
必要となる法整備や予算化を進めるなど、患者への適正な救済を実施する
こと等を強く要望した。
　しかしながら、Ｂ型及びＣ型ウイルス性肝炎の患者・感染者に対する医
療費助成は、その対象とする治療法が限定されているため、助成の対象か
ら外れている患者・感染者が相当数に上り、特にこれらの肝炎から進行し
た肝硬変及び肝がんの患者については、一般の疾病と同様に高額療養費制
度を利用する以外に助成がないなど、高額の医療費を負担せざるを得ない
状況にある。
　よって、国におかれては、肝炎対策基本法及び「特定Ｂ型肝炎ウイルス
感染者給付金等の支給に関する特別措置法案に対する附帯決議」（平成23
年12月８日・参議院厚生労働委員会）に基づき、Ｂ型及びＣ型ウイルス性
肝炎の患者・感染者並びにこれらの肝炎から進行した肝硬変及び肝がんの
患者について、医療費の助成を拡充するとともに、迅速な救済が受けられ
るために特段の措置を講ぜられるよう改めて強く要望するものである。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

平成26年３月26日

衆議院議長、参議院議長、
内閣総理大臣、厚生労働大臣　宛

大田区議会議長

新空港線早期整備着手に関する意見書 ウイルス性肝炎患者に対する迅速な救済
及び特段の措置を求める意見書

　日本におけるスポーツへの目的や位置づけの変化から、昭
和39年に制定された「スポーツ振興法」が50年ぶりに全面
改正され超党派による議員立法により、「スポーツ基本法」が
成立しました。
　この法の成立に当たり、スポーツは運動競技のみならず、
広く身体運動を対象とし、心身の健全な発達を図るものを指
すとされ、「するスポーツ」、だけでなく「観るスポーツ」、「支
えるスポーツ」を含むことにより、より広い観点から地域ス
ポーツの振興とトップスポーツの振興に努めることが基本理
念とされました。これにより、全てのスポーツを総合的かつ
計画的に推進し、国民の心身の健全な発達、明るく豊かな国
民生活の形成、活力ある社会の実現及び国際社会の調和ある

発展に寄与することを目的としています。
　こうした中、大田区においても「大田区スポーツ推進計画」
が策定され、平成24年６月には大田区議会で議決した「ス
ポーツ健康都市宣言」により、「区民がスポーツを通じて健
康で豊かに暮らし、まちが賑わいと活力を増して行くことを
願い、大田区をスポーツ健康都市とする」ことが高らかに宣
言され、大田区民がスポーツ健康都市の実現に向かって大き
な一歩を踏み出しました。
　こうした動きに呼応し、大田区議会議員は率先し、ここに
スポーツ推進議員連盟を設立し、区民のスポーツへの関心等
を深め、区内スポーツの更なる振興を通じた地域社会の発展
に寄与していきたいと考えます。

　大田区議会では、大田区のスポーツ振興、推進及び促進を図ることを目的として、平成26年３月24日に「大田区議会スポーツ推進議員連盟」を設立しました。
　本議員連盟では、スポーツ振興等に関する調査及び研究、スポーツ振興等に関する意見具申、スポーツ振興等に関する各種団体や区民等への情報提供などを行いま
す。設立に際しての趣意は以下のとおりです。

大田区議会スポーツ推進議員連盟を設立

大田区議会スポーツ推進議員連盟設立総会の様子




